Nikon 


風が ) D 
風が ) S 

すぐに撮影したい方は、 P.17 〜 P.33 の「撮影のま本ステップ」をご覧ください。 


使用説明書 


各部の名称 


フ オー カスモード 

セレクトダイヤル〇®" P .40/49) 


レンズ取り外しポタン 

_(防 P .21) 


プレビュー 

ポタン（@ P .69) 


スピードライト□ック 
_解除ボタン P .32) 


給送モードセレクト 
ダイヤル□ック 
ボタン（@ P .39) 


吊り摆 


露出モードダイヤル 

(0^ P . 己2〜已 9) 
カスタムセッティング 
ダイヤル （0^ P .7 吕） 
フィルム感度 
ー ダイヤル P .3 日) 


給送モード 
セレクトダイヤル P .39 


アクセサリー シユ ー （腔* P .81) 


距難甚準マーク （0^ P .69) 



吊り環 

イル S ネーター 
ポタン （ B ^ P .68) 
フィルム巻さ戻し 
ボタン （0^ P .38) 

露出補正 
ボタン P .62) 

表示パネル（>^ P .4) 

セルフタイマー 

ランプ柄 P .70) 
AF 補助光ランプ柄 P .4 已） 
壶 II ま雜 ランプ 批 P . S 3). 


こら " CE マーキング’’について 

CE はヨー□ッパ協定に onformi お Europeenne) の意味で、マーキングはその製品が適応さ 
れる EC 規定をすべて満たしていることを表しています。 
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視度調節レバ‘ 一（《^ P.68) 

接眼目当て知 P .68) 

ファインダー接眼窓 

シンク□モード 

ボタン P.82) 
フィルム巻き戻し 

ボタン （E P.38) 


AE/AF □ック 

ボタン （防 P.4 巨/ 60). 

測光モードセレクト 

ダイヤル P. 已 0) 


メインコマンドダイヤル 
Xj 圧 P.6) 



フオーカスエ U ア 
セレクター 
□ックレバー 
(«®- P.44) 

AF ェ日ァモード I 

セレクトダイヤル P.41) 

※各部のを称は F80D で説明しています。 F80S は裏ぶたのおがが異なりますので、 P.92 をご 
覧ください。 

付属品 
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表示パネル/ファインダーについて 


I 表示パネル (説明のためをての表示を点灯したが態です） 

シャツ タ スピード/露出補正 


調光補正マ ■づ 

(が P.87) 


•8 8.8 S 協，穿 


露出捕正 マーク 

(回 ■ P. 白 2) 


:/□グラムシフト 
マづ(防 P . 已 3) 


な 。 BKT 


+«►- 


rItfflF 


DX マーク （@ P.38) J 
シンク□モード表ち柄 P.82) 

ブ‘ラケテイングマ—^ (防 P.63) 


[+] 

[+] 互 

[+] 




m 


絞り表示 


カスタムマづ 
(防 P.72) 

バッテリー？Xック 
表示（な ■ P.18) 


フイルムカウンター（な P.23) 


巧巧インが 卜25フ皆 P.631 


フオーカ 7X リノ'表示(が P.44) 


バリブライト • フォーカスエリア/7ルチディスプレイ-スクリーンについて 

このカメラはフォーカスエ U アを選択すると、選択されたフォーカスエリアびファイ 
ンダースクリーン上に鮮明に表示される、バリブライト-フォーカスエリアを装備し 
ています。この機能により、周囲び明るい場合はフォーカスフレームを黒く表示し、 
周囲び暗い攝合にはフォーカスフレームを瞬間的に赤く照明しますので、選択された 
フォーカスエ U アを素早く確認することびでをまず。さらに、カスタムセッティング 
(屈 P.73) により、構図用の格子線を表示させるマルチディスプレイ•スクリーンも 
装備しています。この構図巧の格子線は撮影時の構図決定に効果的で、風景撮影や 
PC ニッ コールを使用してあおり撮該などを行5とさに便利です。 

※これ日の機能に使巧されている液晶の特性により、選択されたフォーカスエ U アか 
日列側に延びる細い線び見える場合やフォーカスフレームを照明する際にファイン 
ダー内びホくなる場合びありますび、いずれち故障ではありません。 


h ま胃高温•ほ温下での液晶表示について _ 

表示パネルとファインダー内に使用されている液晶表示は、高温下では黒くなり、低 
温下では液晶の応答速度びを少、遅くなることびあります。一ち、バ U ブライト■フォ 
一カスエ U アとマルチディスプレイ-スクリーンに使巧されている液晶表示は、高温 
下では薄く、低温下では濃くなって液晶の応答速度び遅くなる特性びありますび、い 
ずれの場含ち常温時には正常に戻ります。 
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■ファインダー 


中央部重点測光エリアか1 2 mm (防 P .51) _ _構図用巧子線知 P .73) 


フ オーカ スフ レーム （エリア）/ 
スポット測光エリア （@ P .44/ 已 1) 



ファイジダー巧表示 

ピント表示 （防 ■ P .2 日） 


レデイライト （陌 ■ P .81) 


フオーカスエリア 表示 
批 P .44) 


フイルムカウンター/ 

露出補正値/調光補正値 
表示 的 P .23/62/87) 


測巧モード表示 P .50) 


を重露出マーク P . 巨己） 
AED ック表示 (护 P .6 Q ) 


露出補正マーク（四 P .62) 


調光補正マーク P .87) 


シャッタースピード表示 


絞り表示 


露出モード表示 （0^ P . 52〜已 9) 
露出インジケーター/ 

露出補正インジケーター (产 P .59/62) 


n 編 ファインダーについてのごミち意 

力ラに電池び入っていない、あるいは電池容量び全くない状態では、ファインダー全 
体び暗くなっていますび、故障ではありません。新しい電池を入れると日月るくなります。 

























































コマンドダイヤルについて 


■このカメラには2種類のコマンドタイヤルびついています。各操作ボタンと併 
用、または単独操作でなのよ5な機能びセットでをまず。 

※すぐに撮影をしたし巧は P . 17〜33の r 撮影の暮本ステップ J をご覧ください。 



露出モード 
(カスタム 
セツテイング/ 
フイルム感度） 
ダイヤル 


サブコマンド 
タイヤル4^ 





フィルム麵 

•フイ J レム感度のセツト 幅= P .38 


四， 




融醜 

. 露出モードが P の時の 

プ□グラムシフト 已3 

- 露出モードび S ①時①シャッター 


スピードのセット※ 

陪 P 万4 

. 露出モードび M の時のシャッター 

スピー ドのセット※ ^ P .58 

. 露出モードび A の時の 
絞り値のセット※ 

陪 P 万6 

■ 露出モードび M の時の 
絞り値のセット※ 

幅= P 万8 


I 
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• 露出補正量のセット ^ P .62 

• オートブラケティングのセット 

暖= P ■巨3 

• オートブラケティングの撮影枚数と 
補正ステツプのセツト P .63 



カスタムセツテインク蘭係 

•ヵスタナム京进 r メこ品72 画 巧 

.ヵスタムセッティングのセッ心吕画^^ 



スピー ドライト関 eg . - 

•シンク□モードのセット 昭 P .82 0 


• 調光補正量のセット ^ P .87 0^ 


CSM W :通常のコマンドダイヤル操作とは逆に、サブコマンドダイヤルでシャッタース 
ピードのセット （S [シャッター優先才ート ]、 M [マニュアル]時)、メイン 
コマンドダイヤルで絞り値のセット （A [絞り優巧オート ]、 M [マニュアル] 
時）が巧えるように変更できます （》^ P .7 色）。 
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はじめに 


絵表示の例 


A 記号は、ミち意（警告を含む）を促ず内容を告げるものでず。図の中や近 
くに具体的なま意内容（左図の場合は感電を意）が描かれていまず。 

Q 記号は、禁止（してはいけないこと）の行為を告げるものです。図の中 
や近くに具体的な禁止內容（左図の場台は分解禁止）び描かれていまず。 

♦記号は、巧為を強制すること（必ずすること）を告げるものです。図の中や 
近くに具体的な強制内容（左図の場合は載をを取り出す）び描かれています。 


■このたびはニコン F 日 OD/F 日 0S をお買い上げし、ただきありびとうございまず。 
ご®用の前にこの r 使用説明書 J をよ<お読みの5え、十分に埋解してか S 
正し<お使い<ださい。お読みになつたをは、おほいになる方がいつでち 
見 S れる巧に化ず保管して<ださい。 

このカメラには、なのよ5な巧長びありまず。 

•初むちから八イアマチュアの方まで、を移な撮影び楽しめるスピードライト内蔵の一眼レ 
フカメラ。 

•己つのフォーカスフレームを有効に活用し、特に動きの不規則な被写体でも精度の高いピン 
卜合わせを可能にするダイナミック AF モード （应 P.41 )。 

•選択したフォーカスフレームをファインダースクリーン上にク U アに表示する、バリブラ 
イト. フオー カスエリア （应 P .4)。 

•ほとんどのシーンで簡単かつ効果的に適正露出を得ることが可能な、 ニコン 独自の 3D- 
10 分割マルチパターン測光 （应 P . 已 0)。 

•カメラの各機能の内容を撮影者の好みに合わせて使いやす<セットすることが可能な、 
カスタムセッティング機能 （应 ■P.71 )。 

安全上のごま意と表示について 

製品を安全に正しく使用していただき、あなたや他の人へのを害や財産への損害 
を未然に防止するために、重要な内容を記載しています。 

表示と意贿よ次のようになっています 辭細は P .14 〜16をご覧ください)。 


A 危険 
A 警告 
A ミ主意 


この表示を無視して、誤った取り巧いをすると、人が死 
亡または重傷を負う可能性が高いと想定される内容を示 
しています。 

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死 t 
または重傷を負う可能性が想定される内容を示しています。 

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が傷 
害を負う可能性が想定される内容および物的損害の発生 
が想定される内容を示しています。 


必^} 







:確認くださし、/表記上のおことわり 


■ 保証書とカスタマ登録力ードについて 

この製品には保証書とカスタマ登録カードび添付されていますのでご確認ください。 
■保証書の詳細につをましては、 P .1 日己の r アフターサービスと保証について」をご覧く 
ださい。 

■ 巧用説明書の再発巧は当社ヴービス機関へ 

使用説明書の内容び破損などによって判読できなくなったときは、裏面の当社サービス機 
関にて新しい使用説明書をおまめ<ださい（有料)。 

■撮影の前には試し撮りを 

大切な撮影（結婚式や海が旅行など）をするとをには、必ず試し撮りをして、カメラび正 
常に機能するかを事前に確認して<ださい。 

-本製品の故障に起因する付随的損害（撮該に要した諸費用及び利な喪失等に関する損喜） 
についての補償はご容赦願います。 


■ 定期的に点巧サービスを受けてくだをい 

力方ラは精密機械ですので、1〜2年に]度は定期点検を、3〜己年に1度はオーバーホー 
ルされることをおすすめします（有料)。 

-特に業務用にご使用になる場合は、早めに点検璧備を受けてください。 

-点検整備を依頼される際は、より安むしてご愛用いただけるよラー緒にお使いのレンズ 
やスピードライト等を併せて点検依頼されることをおすすめします。 

■ 本製品を安むしてごほ用いただくために 

本製品は、当社製のレンズ及びスピードライトなどのアクセサ U —に適合するよラに作 b 
れておりますので、当社製品との組み合わせでご使用ください。 

■他社製品との組み含わせ使用により、事故、故障などび起こることちございます。 

( -本文中のマークじついて- . 

CSM GG :カスタムセッティングにより、各機能を撮影者自身の好みに含 
ったが態にセッ ト できる内容が書かれています。数字はその機 
能のメニューナンバーです。 

^ メモ :補足のな情報や便利な情報が書かれています。 

n 鶴 :ま意していただきたいことや守っていただきたいことが書か 
れています。 

O ^ P . OO ) :参照ページが書かれています。 


9 













目次 


このカメラに使用可能なレンズについて . 

フィルムについて（感度セット、途中巻き戻し、給送モード他) 
才ートフオーカスについて （ AF - S 、 AF - C ) 

AF エリアモードについて . 

フ オーカ スエリアについて . 

AF 補助ホについて . 

フオー カス□ック撮影 . 

才ートフオーカスが苦手な被写体について… 

マニュアルフオーカスについて . 


1. 電池を入れ容量を確認します。 . 

2. レンズを取り付けます。 . 

3. フイルムを入れます。 . 

4. フォーカス機能をセットしまず。 . 

瓦測光モードと露出モードをセットしまず。 . 

6. カメラを構え、ピントを合わせます。 . 

7. ファインダー内表示を確認し、シャッターをきります。 

8. 内蔵スピードライトを使ってみましよラ。 . 


备部の名称 . 

表を/ (ネル/フアインダーについて… 

コマンドダイヤルについて . 

はじめに . 

ご確認ください/表記上のおことわり 
操作のなびれと本書の構成 . 


コラム：測光•露出 . P .34 

操作の詳細 P .3 已〜70 




撮影の碁本ステップ 


P . 17〜33 



撮影前に 


P .2 〜16 


68014已68日 
334444444 
PPPRPPPPP 


80246802 

12222233 

PPPRPPPP 


2468924 

PP 
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內蔵スピードライト撮影/レディライト/アクセサリーシュー 

シンク□モードの種類と特徴 . 

内蔵スピードライトを使用した撮影 . 

内蔵スピードライトに使用可能なレンズについて 

調光補 E . 

使用可能な別売りスピードライトについて . 


コラム ：墙写界深度.予測駆動 フオー カス ... P .90 I 


データバック編 P .91 〜日巨 

曰付と時刻の台わせち、写し込みについて . P .92 

撮影データの写し込みについて . P .9 目 


資料編 P . 日 7〜11 日 

別売りアクセサリーについて .. P . 日8 

カメラと電池の取り扱いについて . P .100 

故障かな？と思った6 (修理を依頼される前に） . P .102 

アフターサービスと 保証に ついて . P . 10 已 

tt 様 . P .106 

索引 P 112 

カスタムセッティング機能一覧 . P .1 14 


測光モードについて（マルチパターン、中央部重点、スポット測光） ........ P . 已〇 

各露出モードによる撮影 . P . 已2〜已日 

マルチプ□グラムオート（プ□グラムシフト、プ□グラム線図） . P . 已2 

ソヤッター f 畳巧才ート . …… ..." P - 已4 

較か畳九イート . P.oB 

マニュアル . P . 已 8 

AE □ック撮影 . P .60 

露出補正 . ……… .. P .62 

オートブラケティング（自動段階露出） . P .63 

を重露出撮影 .. P .65 

長時間露出撮影 .. P .67 

視度調節機能/イル S ネーターについて . P .68 

プレビューボタン/距離基準マークについて . P .69 

セルフタイマー撮影について . P .70 

カスタムセッティング P .71 〜 7 S 

カスタムセッティングの種類と特徴 . P .72 

ツーボタンリセット . P .78 


スピードライト撮影 


P .79 〜89 


〇 2 4巨フ8 
8 8 8 8 8 8 
PPPPPP 
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操作のながれと本書の横成 


撮影の基本ステップ 


P . 17〜33 




'—- 、 


1 

電池を入れ、容量を確認しまず。 P .18 〜19 





レンズを巧り付けまず。 


P .20 〜21 







測巧モードと 

露出モードをセットしまず。 

カメラを構无、 

ピントをさねせます。 

ファインダー巧表示を確認し、 
シャッターを定〇まず。 

巧商スピードライトを 

ほつてみましよラ。 


P .26 〜27 


P .28 〜29 


P .30 〜31 


P .32 〜33 
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操作の詳細/電池の巧り巧い 


P .3 百〜9巨/ P .101 


E 池の巧日巧い 


101 


このカメラに使用可能なレンズについて 


• 36〜37 


フイルムにごいて 


• 38〜39 


才ー トフ ォー カスにごいて， 
AF エリアモードについて 
フ ォーカ スエ y アにごいて • 
AF 補巧巧について • • • • 


•41 


I 4 Q 

_/；ごフォーカス□ック撮影 

44 
•45 


• • • 46〜47 
才ートフォーカスびま手な巧写巧について • -48 
マニュアルフオーカスについて •••*49 


測巧モードについて • • 
る露出モードによる撮該 
AE □ック撮影 • • • • 
露出補正 . 




50〜51オートブラケティング 
52〜5日を重露出撮該 .... 

長時巧露出攝影 •••• 


•60 〜61 

•••巨2 


•63 〜64 
I 巨5〜66 

•••巨7 


視度調節機能/イル5ネーターについて •• 
プレビューボタン/拒強昼準マークについて 


.68 

•69 


セルフタイマー撮影 • 
カスタムセッテイジジ 
ツーポタンリセット • 

データパック • • • • 


...70 

-71 〜77 
• • - 78 
•91 〜日巨 


スピードライト撮影 （アクセサリーシュー/レデイライト/シンク□モード/内蔵スピー 
ドライト撮影/使用可能なレンズ/調光補正/別売りスピードライト） •• • -79 〜89 


電池 レンズ フイルムフォーカス測が•露出 損図 撮該 スピードライト 
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A 

なをを s 

显 

巧ちを s 

显 


を 

み#禁止 

志 

_ S 吿_ 

显 

_ S 吿_ 

写 

窝止 

孟 

巧ををち 

孟 

浸) 

水かけ禁止 

1 

€ 

■巧を取る 

五 

S 吿 


製品は、幼巧の手の届かない所に置くこと 
ケガの原因になることびありまず。 

使用しないときは、レンズにキャップをつけるか太陽光のあたらない所に巧管すること 
太陽光が焦点を結び火がの原因になることがあります。 


三がにカメラやレンズを取りがけたまま移動しないこと 
乾倒した0ぶつけたりしてケガの原因になることびありまず。 


么 i 


に 3 (アルカリ乾電池•リチウム電池について） 


電化を义に入れたり、加熱しないこと 
巧もれ、発熱、破誤の原因となりまず。 


電池をシヨート、分解しないこと 
液をれ、発熱、破裂の原因となります。 

電池に表示されたを告-注意を巧ること 
液もれ、発熱、破裂の原因となります。 

使用説明書に表示された電池を使巧すること 
巧もれ、発熱、破誤の原因となります。 


新しい電地と使用した電池、種類やメーカーの異なる軍地をまぜて使巧しないこと 
おられ、発熱、破誤の原因となります。 


電池は幼巧の手の届かない所に置くこと 

か巧の软み込みの原因となりまず。 

万一飲み込んだ場合は直ちに医師にご相談ください。 

電池の「+」と「一」の向きをまちがえないようにすること 

液もれ、発熱、破裂の原因となります。 

水につけたり、濡らさないこと 

ミ夜もれ、発熱、破誤の原因となります。 


充電ま軍地なかは充電しないこと 
液もれ、発熱、破裂の原因となります。 
使い切った電池はすぐに器具から取り出すこと 
液もれ、発熱、破裂の原因となります。 


電池を廃棄するときは、テープなどで接点部を絶縁すること 

化の金属と接触すると、発熱、破裂、発义の原因となります。 
お住まいの自治体の規則に従って正しく廃棄してください。 
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撮影の基本ステップ 


ここでは、露出モードをプ□グラムオートにセットした 
ちっとも簡単な撮影ち法を説日月していまず。その他の機 
能は下表の装着レンズ、カメラ各部の設定を前提として 
いまず。一般的な撮影は、このち法でほとんど行えまず。 


装着レンズ 

み 

D タイプ AF ニッコー ルレンズ 

フィルム感度 

み 

阳 

フイルム給送モード 

み 

1コマ巻き上げ（回） 

フオーカスモード 

み 

シングル AF サーボ （ AF - S ) 

AF ェリァモード 

み 

シングルエ U ア AF ([]) 

フオーカスエリア 

み 

中央 

測光モード 

み 

3 D -10 分 ilj マルチバタ-'ノ測光（田) 

露出モード 

み 

マルチプ□グラムオート （ P ) 

内蔵スピードライト 

み 

シンク□い） 











載せを入れ、容量を確認します。 



このカメラには、 3 VU チウム電池 
( CR 1 23 A または DL 1 23 A タイプ）を吕 
本使用します（その他の電源については、 
R 日8をご覧ください)。 



11電源スイッチを OFR こし、電池ぶた開閉ノブをスライドを 
せて、電池ぶたを開けます。 



1.2 


電池ぶたの ® ©表示にしたびつてリチウム電池を2本入れ、 


電化ぶたを確実に閉じます。 




•® 台を間違えますと、巧障の原因となる場合びあります。 


1.3 


電源スイッチを ON にして、バッテリーチェック表示 
で電池容量を巧認します。 



口（点な）：電池容量はわずかでず。予備の電池を準備してください 

(ファインダー内表示は各操作ボタンか6指を離すと;肖なします)。 
ca (点滅）：電池を交換してください(シャッターはをれなくな0ます)。 
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囚 ここをチェックしましよ 3 


Di 電地は幼巧の手の届かないところに置さ、万一、お子様が飲み込んだ場合は、ただちに医 
師と相談してください（ま全上のご注意屈 P .1 已、電池の取り扱い*^ P .1 01)。 

□電地を交換する時は電源スイッチを OFF にして、2本とも同じメーカーの新品電池に交換 
して < ださい。 

□海外等へお出かけの際は、予備の電池をお持ちぐださい。 

□新品電地での撮影可能本数については P .1 10をご覽ください。 


>電源スイッチを日 N にして約己秒経過すると、表示パネルからシャッタ 
ースピード、絞り値び消灯します（ファインダー内は全ての表示び消 
なします)。 

>カメラの電池はデート機能の電源を兼ねています。初めて電池を入れた 
とさは、同時に日付と時刻を合わせてください （》^ P . 目2)。 


1.4 


シャツターポタンの半巧し操作と、 



i 巧しタイマーについて 


ィ . • 

の 

[] 

' 1 > 

【と-] 

- ‘ 


•シャッターボタンをキ巧しする（軽<押す）と、半押しタイマーび作動 
して、指を離してか日約日砂間、表示パネルとファインダー内の表示び 
再点なします。 

CSM 15 :半巧しタイマーの時間を変更できます（屈 P .7 巨)。 


^ メモ電源スイッチを OFF にした場合の表示について 

電池び入っている状態で電源 
スイッチを日 FF にすると、フ 
イルムカウンターのみび表示 

さわ■ます。 f f j 


撮影の基本ステップ 
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レンズを取り付けます。 




CPU 内蔵 ニッコール 
レンズには CPU 信号接点 
びお0ます。 


① G タイプしソがの ③ G タイプニッコール 

CPU 内蔵 ニッ コール レンズ 

レンズ 


• ①は G タイプ政がの CPU 内蔵 ニッ コールレンズで、このレンズには絞 
り U ングびあります（イラストは□タイプ ニッ コールレンズです）。 


• 感は G タイプ CPU 内蔵ニッコールレンズで、このレンズには絞りリン 
グびありません。 


2.2 


電源スイッチを OFF にし、カメラにレンズを取り付けまず。 



• 力;ラとレンズの着脱指標を含わせて、レンズを矢印方向にカチッと音 
びするまで回します（レンズ取りがしボタンは巧さないでください)。 


• レンズび装着されていない時、または CPU 内蔵ニッコールし义^のレン 
ズを装着した時は、電源スイッチを日 N にすると表示パネルとファイン 
ダー内表示に F -- び点滅して警告し、シャッターびきれません。 CPU 内 
蔵ニッコールじ(がのレンズを使用する場含は、 P .36 をご覧ください。 
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囚 ここをチェックしましよ 3 


□できるだけ、□タイプまたは G タイプ AF ニッコールをご使用ください。このカメラの機能 
をフルに利用できまず （ P .3 巨「このカメラに使用可能なレンズについて」をご覧ください)。 
n レンズの取り付け、取りがしの際は、レンズが不用意に作動しないよう、カメラの電源ス 
イッチを日 FF にしてぐださい。 

□ レンズ装着時は、レンズ取りパしボタンを押さないでください。 

□ レンズの着脱は、直射日光を避けて行ってください。 


G タイプなかの CPU 内蔵ニツコールレンズを使用ずる場合 
は、絞りリングを最か絞0にセットして、□ックしまず。 



> G タイプ政がの CPU 内蔵ニッコールレンズの絞りリングび、最ル絞り 
(最も数値の大きい絞り）にセットされていない時は、電源スイッチを 
日 N にすると表示パネルとファインダー内表示に巧 E び点減し、シャッ 
ターびされません。 

>白タイプ ニッ コールレンズの場合、最小絞りに セッ トする必要はありま 
せん。 


2.4 


カメラか6レンズを取りがずには 




I レンズ取り外しボタンを巧しなび日①、レンズを矢印方向に回して外し 
ます感。 

I 力;<ラか5レンズを長時間外しておく時は、付属のボディキャップ 
(应 P .3)、 または別売りのボディキャップ目 F -1 冉を装着して 、たた 
の内部を保護してください（旧タイプのボディキャップ巨 F -1 は装着で 
さません)。 


撮影の基本ステップ 


21 





























フイルムを入れます。 



電源スイッチを 日 N にして 、 DX マーク 
付フィルムを入れるとフィルム感度が 
自動設定されまず（旧 日 2已〜己 日日 0)。 
次に裏ぶたを閉じると、自動的に1 コマ 
目まで空送りされます。 



3.1 


電源スイッチを ON にし、フイルム感度び阳にセットをれ 
ていることを確認して、裏ぶた□ック解除レバーをスライド 
をせて裏ぶたを開けまず。 



• フィルム感度びのにセツトされていない場台は P .38 をご覧ください。 


3 ^ 


フイルムパト□—ネを下測か6巧に入れて、フイルムの巧 
端をカメラのホ色マークにをわせまず。 



■フイルムの先端が、赤色マークより奥に入らないよラにしてくださし、。 


n 編 フイルムの出し入れの原のごミ主意 

•シャッター幕は非常に薄い幕ででをています。フ 
イルムの出し入れの隙、指やフイルムの先端び 
シャッター幕に輔れないよ5に十分注意してく 
ださい。 

•初めてご使用になる場合は、シャッター幕を保護 
するカバーび付いていますので、フイルムを入 
れる前にこの保護カバーを取り外してください。 
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囚 ここをチェックしましよ 3 


Dpx マーク付きフィルム使用時のフィルム感度の変更方法やフィルム給送モードなどの詳 
細は、 P .38/39 をご覧ください。 

□シャッター幕は非常に薄い幕でできています。フィルムの出し入れの際、指やフィルムの 
先端がシャッター幕に触れないよラに十分ご注意ください。 

□屋がでフィルムを交換ずる時は、直射日光を避けてください。 


〇〇フイルムが浮を上が6ないよラにま意しなが6、裏ぶたを 
。•な パチンと音がずるまで静かに閉じまず。 




•裏ぶたを閉じるとフィルムび自動的に1 ] マ目まで空送りされ、表示パ 
ネルのフィルムカウンターに J び表示されます。 

•表示パネルとファインダー内表示に Err と E び点滅している場合は、 
フィルムび正しく装てんされていません。裏ぶたを開けてフィルムを 
入れ直して < ださい。 

•フィルム感度を阳にセットして DX マークびないフィルムを入れると、表示パ 
ネルには阻と Err び、ファインダー巧表示には frr び点滅して 警 苦し、シャッ 
ターびきれません。手動でフィルム感度をセットしてください （应 P.3S )。 
•フィルムカウンターは電源スイッチを日 FF にしても表示されます。 

•フィ J レムの規定枚数は、フィ j レム確認窓で確認でをます。 

•フィルム給送機構の特性上、赤外線フィルムは使用でをません。 

CSM 日：フィルムの1コマ目までの空送りが、裏ぶたを閉じたをシャッター 
ボタンを巧ずことにより開始されるよラに変更できます P .74)。 

0^給送モードセレクトタイヤル□ックボタンを巧しなが S ®、 給送モー 
ドセレクトタイヤルを回 （1 コマ卷き上げ）にセットします②。 



撮影の基本ステップ 
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フォーカス機能をセットします。 



フオーカスモードを S (シングル AF 
サーボ)、 AF エリアモードを[:](シン 
グルエリア AF )、 フオーカスエリアを 
中央にセツトします。 




Ai フォーカスモードセレクトダイヤルを S (シングル AF サー 
II ボ）にセットしまず。 



• フオーカスモードセレクトダイヤルの操作は、カチッと音びするまで確 
実に行ってください。 


• ピントを合わせる時は、シャッターボタンの半巧しを続けてください 
(应 P .29)。 


CSM I' i :オートフオーカスでピント合わせる時に、シャッターボタンの 
半押しではなく、 AE / AF □ックボタンの操作だけで巧えるよ 
ラに変更できまず（应 P .7 己）。 


む 


AF エリアモードセレクトダイヤルを [] 【シングルエリア 
AF ) にセットしまず。 



F 80 D 


F 80 S 



• AF ェ1」アモードセレクトダイヤルの操作は、ダイヤルび止まるまで確 
実に行ってください。 


24 























































囚 ここをチェックしましよ 3 


□フオーカスモードを S (シングル AF サーボ）や C (コンティニユアス AF サーボ）にセツ 
卜した場合は、レンズの距離リングは手で回さないでください。 

□ S (シングル AF サーボ）にセットすると、ピントが合つていない時は、シャッターはさ 
れません。 

□フオーカスモード、 AF エリアモード、フオーカスエリアなどフオーカス機能の詳細は 
P .40 〜44をご覧ください。 

□オートフオーカスが苦手な被写体については P .48 をご覧ください。 


4.3 


フォーカスエリアセレクター□ックレバーを矢印の方向に 
スライドをせて□ックを解除し、フォーカスエリアセレク 
夕一でフォーカスエリアを中巧にセツトしまず。 



IE" 5 巧ぶ 

^3 

L0J 

1 ) 


■ ホ巧しタイ7—び作動しているげ熊で、 フォーカスエ U アセレクターを上下 
左ちに巧すと、フォーカスエ U アび巧されたち向に移動します （is'P.AA)。 
•選択されているフォーカスエリア表示び表示パネルとファインダー内表 
示およびファインダースク U- ン上に点灯します （应 P .44)。 

CSM S :選択されたフォーカスエリア表示は、ファインダー内では輝度 
により自動照明しまずが、この照明を禁止したり、輝度に関わ 
5 ず照明するよラに変更でさます。 （屈 P .74)。 

A A フォーカスエリアセレクターロックレバーを矢印の方向にス 
14ライドをせて、フオーカスエ U アセレクターを□ツクしまず。 




F 80 S 

• フオーカスエ U アセレクター□ックレバーで□ックすると、選択された 
フオーカスエリアは固定され、不用意にフオーカスエ U アセレクター 
を押してをフオーカスエリアは移動しません。 25 


撮影の基本ステップ 

































































測光モードと露出モードをセットします。 



測光モードを田（マルチパターン測 
光）に、露出モードを P (マルチプ〇 
グラムオート）にセットします。 



Si 測がモードセレクトダイヤルを K (マルチパターン測が) 
dll にセットしまず。 



•ファインダー内表示にマルチパターン表お図び点なします。 

•マルチパターン測光は、撮影画面を1日分割して、それぞれの部分を独 
立して測光した情報に基づいて、最適な露出値を決定します。さ日に D 
タイプまたは白タイプニッコールレンズを装着した場合には、画面内の 
最大輝度、輝度差情報に加え、カメラか日被写体までの距離情報を加 
味して測光の精度を高めた、 3 D -1 0分割マルチパターン測光となりま 
す OP . 已日）。 


C ゥ 露出 モー ドタイヤルを P (マルチプログラムオート）にセツトしまず。 



• シャッターボタンを半巧しすると、シャッタースピードと絞りび表示パ 
ネルとファインダー内表示に点灯します。 
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囚 ここをチェックしましよ 5! 

測光モードにはマルチパターン測光、中央部重点測光、スポット測光の3種類がありまず。 
を測光モードの詳細については P . 已〇をご覧ください。 

P 露出モードにはマルチプ□グラムオート、シャッター優免才ート、絞り優先才ート、マニ 
ュアルの4種類があります。各露出モードの特長を活巧すれば、被写体や撮影意図に合わ 
せて効果的な撮影が行えまず。ち露出モードの特長は下記の表を、さ5に特長と撮影方法 
の詳細は各表示の下に表記されたを照ぺージをご覧ください。 


トド側張 


表示 

名称 

特長-こんな時に使用すると便利でず。 

P 

腔= P . 己2 

マルチ 

プ□グラム 
才ート 

シャッタースピードち絞りを力六ラび制御しますので、 
シャッターチャンスに専念して気軽に撮影したい時な 
どに便利です。また、プ□グラムシフト （ p ^ P . 目 3) や 
露出補正 （《^ P . 日 2) により、カメラび決定した露出に 
撮影者の意図を加味することちでをます。 

S 

屈 P . 己 4 

シャツ ター優巧 
才ート 

シャッタースピードをセットすれば、絞りは力;<ラび制御 
します。動さのある被写体を速いシャッタースピードで写 
し止めたり、遅いシャッタースピードで動きを強調したり 
することび可能です。 

A 

应= P . 日日 

絞り優先 
才ート 

絞りをセットすれば、シャッタースピードはカメラび制 
御します。手前から奥まで鮮明に写す、背景をボカすな 
どの被写巧深度（ピントの含ラ前縷の範囲 i ^ P .90) を 
考慮した撮影に最適です。 

M 

应 P . 己8 

マニュアル 

シャッタースピードも絞りを自由にセットできます。他 
の露出モードでは意図した撮影び難しい時などに便利で 
す。また、 CPU 内蔵ニッコール政がのレンズを装着し 
た場合はこのモードで撮影び行えます（ただしカメラの 
露出計は使用でさません)。 


撮影の基本ステップ 
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カメラを横え、ピン トを合わせます。 

6 シャッターボタンの半押しを続けると、 

カメラがピント含わせを行い、ピントが 
台ラとファインダー巧のピント表示•が 
点打'します。 



6 ii カメラを正しく指えまず。 



•片足を軽く踏み出し、上半身を安定させます。 

•ち手で、カメラのグ U ップを包みこむよ5に持ち、左手はレンズを支え 
ます。 



h ; 馬插図をみめる際のごま意 


このカメラのファインダーで確認でをる範囲（ファインダー視野率） 
は、実隙に撮影される画面の約目2〇/〇です。したびって、ファイン 
ダーをのぞいて見た視野よりち、実際に撮影される画面はをか広< 
なります。ただし、ネガフイルムをサービスサイズなどでプリント 
した場合には、実隙に撮影した画面よりも画面の周囲び数ミ U カツ 
卜される傾向びありますので、ご注意ください。 
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囚 ここをチェックしましよ 5 


□ファインダー像がはっきりしない時は、視度調節 （ i ^ P . 色 8) を巧ってください。ファイ 
ンダー像が確認しやすくなります。 

in 主要被写体（ピントを合わせたい人物やものなど）がフォーカスエリアか6列れる構図で 
撮影する場合は、フォーカスエリアセレクターでフォーカスエリアを選択し直ず 
(屈 P .44) か、「フォーカス□ック撮影」（应 ' P . A 巨）を行つてください。 

□日付と時刻（应 P .92)、 撮影データ （ F 80 S のみ屈 P .9 色）の写し込みが巧えます。 


Co 插図を巧め、シャツターボタンを半巧しして、ピントを合 
わせまず。 




• ピントを合わせたいちのにフオーカスエ U アを重ねてシャッターボタン 
の半押しを続けると、力ラび自動的にピント合わせを行い、フアイ 
ンダー内表示に次の表示び点灯または点滅します。 

♦ (点打）：被写体にピントび合っています。 

• (点滅）：オートフオーカスでピント合わせびで去ません。 

•被写体び暗い場合は、 AF 補助光 （•^ P .4 己）を自動的に照射してピン 
卜合わせを行います。 

• ピントを含ねせたいちのびフオーカスエ U アからがれる構図で撮該する 
場合は、フオーカスエリアセレクターでフオーカスエ U アを選択し直 
ず（应 P .44) か、「フオーカス□ック撮影」 OP .4 己）を行ってくだ 
さい。 

•オートフオーカスび苦手な被写体については、 P .48 をご覧ください。 


撮影の基本ステップ 
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ファインダ-内表示を觀し、シャツタ-をきります。 



ピント表示♦を確認し、シャッターボタ 
ンをゆっくりと深く巧してシャッターをを 
ってください。はじめか日被写体力‘雪]いて 
いる時は予測駆動 フォー カス批 P . 日 0) 
が作動し、被写体の動さに合わせてカメラ 
が自動的にピントを追い続けます。 



7 i シャッターボタンを半巧しし、ファインダー巧表示を確認しまず 
W (シャツタースピードと絞0は1/2段ステップで表示されまず)。 



• 被写体び暗い場合やシャッタースピードび1/日日砂より低速になる場合 
は、手プレの恐れびあるので内蔵スピードライトをご使巧ください 
(应 P .3 巧。 


• 表示バネルやファインダー内表示に警告び行われた場合、 P .1 日2を参考 
に対応してください。 


7.2 


ピント表示 ♦ の点なを確認して、静かにシャツターボタン 
を押し込みます。 



• シャッターをきるとフイルムは自動的に1コマ巻き上げ5れ、次の撮影 
の準備び売了します。 
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囚 ここをチェックしましよ 3 


□ファインダー内表示でピントと露出の確認ができます。警告が行われた場合は P. 102を参考 
に对応してください。 

□フィルムは最後のコマが撮影されると、自動的に普き戻されます。 

□フィルムの途中巻き戻しについては、 P.38 をご覧ください。 

□ セルフタイマー撮影については、 P.70 をご覧ください。 

□表示パネルおよびファインダー内表示に E が点滅ずる前に裏ぶたを開けてしまラと、フィル 
ムカウンターと 0-- が点滅して警告します。その場合は P.104 を参考に対応してください。 


7.3 


最をのコマが撮影されると、フイルムは自動的にきま戻されます。 



7.4 


• フィルム巻を戻し中は、表示パネルおよびファインダー内表示にフィル 
ム巻さ戻し表示び 0-- - 0. - 〇 の順に点なし、フィルムコマ数 

びカウントダウン表示されます。 

•規定枚数を超えて撮影したコマは現撒処理上カットされることびあ0ます。 

CSM i :撮露フィルムが終了したとさに、フィルム普き戻しの自動開始 
が巧ねれないよラに変更できます （应 P .73)。 

CSM 13 : フィルム普さ戻しが開始すると高速巻き戻しが巧われますび、 
巻き戻ず速さより静肅性を重視したサイレント巻き戻しモード 
に変更できます （腔 ' P.y 巨）。 

巻き戾しの完了をお認して、フイルムを取0出しまず。 


|?5巧ぶ 

^3 

[] - 

け 

.— / 1 i 



>表示パネルおよびファインダー内表示に E び点滅（半押しタイマーび 
日 FF になると点灯）すると巻を戻しは完了です。必ず£び点滅するの 
を確認してか日直射日光を避けて裏ぶたを開け、パト□ーネを斜め上 
に持ち上げなび5フイルムを取り出してください。 


撮影の基本ステップ 
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内蔵スピードライトを使ってみましょう。 


被写体が暗い場合やシャッタースピード 
が1/6日秒よりお速になる場合は、手ブ 
レの恐れがあるので内蔵スピードライト 
を使ってみましよう。また逆光などの場 
合にち効果的です。 



〇1スピードライト□ツク解除ボタンを巧して、スピードライトを上 
ばると巧電が開おされまず。 




•先幕シンク□モードにセツトされていない場合は、 P .82 をご覧ください。 


•スピードライトの充電び完了するとファインダー内にレディライト4び 
点灯します（半巧しタイマー作動中)。 


• スピードライトを収納するとさは、カチッと音びするまで手で軽く巧し 
下げます（使用しないとさは電池の消耗を防ぐため、常に収納状態にし 
て < ださい)。 


I P 、| 

回 メモ两面スピードライトび効ま的な場さ _ 

内蔵スピードライトは次のよラな場含に効果的です。 

. シャッター スピ— ドび！/己日秒よりほ速になる場合。 

-夜間や室内での撮影のよラに被写体び暗い場含。 

-被写体び逆光になっている場含や、被写体となる人物の顔などに 
もうすこし光び欲しい場合。 



h ; 馬内蔵スピードライトの連続ほ用について 


内蔵スピードライトを連続的に使用すると、スピードライトを保護 
するために一時的に発光び制限されます。少し時間をおくと発光可 
能になります。 
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囚 ここをチェックしましよ 5 


□内蔵スピードライトはガイドナンパ‘ 一12 (旧日100 - m ) で吕 8 mm レンズの画角をカバ 
一し ます。 

□ □タイプまたは G タイプニッコールレンズを使用すれば、3□スルチ BL 調光が行われます 
ので、簡単にスピードライト撮影が楽しめます O ^ P .80)。 
in スピードライト使用時は、レンズフードを取り外して（または収納して）ください。また、 
一部のレンズではケラレが発生します （》^ P .8 色)。 


8.2 


ファインダー内にレディライトちが点打していることを確 
認し、插図を巧め、ピントを台わせて撮影しまず。 




>レディライト4び点灯しないとシャッターはされません。 

•シャッターをきった後レディライト4び約3秒間点減した場合は、フル発 
光したことを意昧します。この場含は露出不足の恐れびありますので、調 
光範囲（光の届く範囲 i ^ P .8 巳）を再確認して、撮影し直してください。 

>ここで説明しているのは r 先幕シンク□モード（通常のスピードライト 
撮影はこのモードとなります)」による撮影方まですび、他にち人物の 
目びホく写る のを 軽減させる「赤目軽減モード」や、背景の夜景や夕 
景の雰囲気を生かした「ス□ーシンク□モード」などによる撮影方法 
ちあります。詳細については P .82 をご覧ください。 

• 被写体び暗い場合は、自動的に AF 補助光を照射してピントを合わせを 
巧います。詳細については P .4 已をご覧ください。 


3 D - マルチ已し調光について 


このカメラに□タイプまたは G タイプ ニッ コールレンズを装着して 
スピードライト撮影を行った場合、測光で得た明るさの情報とスピ 
ードライトび本発光の直前に巧ラモニター発光による情報、さらに被 
写体までの距離情報を加味し、主要被写体と背景の露出を考慮してス 
ピードライトの発光量をバランスよくコント□ールする 3 D - マルチ日 L 
調光を行います（应 P .8 日）。 
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撮影の基本ステップ 




























コラム： 測 光. 露出 

測光と露出は写真撮影の重要なボイント。それぞれの特徴を知っておくこ 
とによって、表現の幅を広げることびできまず。 

測が 

撮影しよラとする被写体（写したい巧象物）の明るさを測ることを測光といいます。 
測光は露出（露光）をまめる時の重要な情報源で、これによりフィルムに最適な光 
(適正露出）を与えるシャッタースピードと絞りの組み合わせび決定されます。 

通常、被写体び含まれる撮影画面内の明るさは必ずしち一様ではありません。その 
ため、 F 8 日 D / F 8 日 S では、画面を1日分割し、それぞれの部分を独立して測光した 
情報を利用して適正露出を決める「マルチパターン測光」と、撮影画面内中央部の 
明るさに重点を置いて適正露出を決める「中央部重点測光」、已つのフオーカスエ U 
ァのラち選択した1つに重なる狭い測光エ U ァで測光する「スポット測光」の3つの 
測光モードを備えています。 

なお、 D タイプまたは G タイプ ニッ コールを装着してマルチパターン測光を選択す 
るとさ日に距離情報を加味した 「3 D -10 分割マルチパターン測光」となり、より 
高い測光精度を発揮します。 （《^ P . 己日） 

露出（露光） 

被写体（写したい対象物）をカメラのレンズを通してフィルムに感光させて記録す 
ることを露出を与える（露光）といいます。その時、被写体の明るさとフィルムの 
感度に合わせ、シャッタースピードと絞りを調節して、フィルムに最適な光（適正 
露出）を与えることび大切です。 

F 8 日 D / F 8 日 S では適正露出を得るため、「マルチプ□グラムオート」 （应 P . 己2)、 
「シャツ タ ー 優巧才 ー ト」 （屈 P . 百 4)、 r 絞り優巧才—卜」 （应 P . 己日）、「マニュアル」 
(•^ P .58) の4つの露出モードを備えています。 

また、甚オート露出時にカメラび自動的に制御する露出では、撮影画面内に極端に 
反射率の高いをのび存在したり、極端に反射率のおいちのび存在したりするシーン 
では、適正な露出を得られない場合びあります。この場合、撮影若び露出の補正を 
行う必要びあり、 F 8 日 D / F 8 日 S では 「AE □ック機能」批 P . 日日）、「露出補正機 
制 （屈 P .62)、 「才ートブラケティング（自動段階露出）機能」 （屈 P .63) の3つ 
の機能で露出の補正を行ラことびでをます。さ5にこの機能により意図的に露出に 
変化をちえて、撮影者の作画意図に応じた多彩な写真表現を可能です。 
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操作の詳細 


このカメラの各機能をレンズ、フイルム、 
ピント、露出、その他の機能の順に 
詳細に説明していまず。 



このカメラに使用可能なレンズについて^ 5 


■このカメラには、 CPU 内蔵ニ ッコー ルレンズ （ DX および IX ニジコールをおく） を 
ご®用ください。巧に、 D タイプまたは G タイプ AF ニ ッコー ルレンズを装 
着ずれば、全ての機能び使用できます P .20)。 


^ メモ G タイプおよび G タイプなかの CPU 内蔵ニ ッコー ルレンズについて 

• G タイプニッコールレンズは、レンズ本体か！5絞り U ングを無くしたレンズです。 
このため、この力;><ラに使用する攝含、従来の絞りリングびあるレンズのよラに、 
絞り U ングを最ル絞り慮ち数値の大をい絞り）にセットする必要びありません。 

• G タイプし处がの CPU 内蔵ニッコールレンズには、絞りリングびあります。この力 
メラに使用する場合は、絞り U ングを最ル絞りにセットして□ックします。絞り 
U ングび最小絞りにセットされていない時は、電源スイッチを日 N にすると表示 
パネルとファインダー内表示に巧 E び点滅し、シャッターびきれません。 


- CPU 内蔵ニッコールな外のレンズ装着時には- 

露出モードを M (マニュアル）にセットした場合のみ、 CPU 内蔵ニッコール政が 
のレンズを装着して撮影でをます CMLU 列の露出モードでは、シャッターはをれ 
ません）。ただし、カメラの露出計の使用や、コマンドダイヤルによる絞りのセ 
ットはでをません。表示パネルとファインダー内表示の絞り表示は、 F -- となり 
ますので、絞りのセットと確認は、レンズの絞り U ングで行ってください。 


焉 使用でをない CPU 内蔵ニッコールな外のレンズ等について 

下記の CPU 内蔵こッコール L ぶが)レンズ等は使用できません。糖に装着しよう 
とすると、カメラやレンズを破損しますのでごミち意ください。 

- AF テレコンノ (ーター TO] 日 AS 

- Ai 改造をしてなし、ニ ッコー ルレンズ （Ai 方式政前の对關するタイス 
-フォーカシングユニット AU-1 を必要とするレンズ (400mm f/4 .已 600mm 
f/5.6 800mmf/81200mnn f/11) 

■フィッシュアイ （6mmf/ 百启 7.5mmf/5.6 8mmf/8 OPl0mmf/5.6) 

-腿] mm 174 

•Kill ン义 K2U ング、オート接写 U ング PK-1、PK-11、 巨 R-2U ング、 BR4 リング 

■ Em 80〜目日日 mm f/8 (MmNo.l 7404 ] 〜 1 74 ] 8日） 

- ED3 臣日〜1 200mm f/1 1(製品 N o. 17403 1-174127) 

- 200-600mm f/9.5 (MSN 0.28000 1-300490) 

■ F3AF 用 （8 日 mmf/ を 8 2 日日 mmf/3 百テレコンバーター TC-] 6S) 

■PC 觀 mm f/4 (No. IS 日 9Cm 前の綱） 

- PC3 已 mmf/ 己 8 (製品 No 召己10日]〜 906200) 

-1曰 PC3 已 mmf/3 .曰 
-旧レフレックス1日日 0mm f/ 巨.3 

-レフレックス10日日 mm f/1 1(製品 Ndl 423巨]〜143日日日） 

-レフレックス20日日 mmf /] 1(製品 No. 20 0]] 1〜 200310) 
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■ CPU 内蔵ニッコールの種類と使用できるその他のレンズ等について 


、、 モ-ド 

レンズ 

フォーカスモード 

盈出モード 

測化モード 

才ート 
フォーカス 

フォーカス 

エィド 

マニュアル 

M 姑列 

M 

マルチバターン測光 

スポット測光 

3 D - 10分割 

1日分割 

C 

P 

U 

巧 

蔵 

ジ 

□ 

1 

ル 

2 

0タイプ AF レンス※3 

G タイプ AF レンス 

AF - S レンス AF - I レンス 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

— 

〇 

PC マイク □ 

8已 mm f /2.8 D ※斗 

— 

0※已 

〇 

— 

〇 

〇 

— 

〇 

AF - S 、 AF-i 

テレコンバーター※日 

0 《-7 

0 》7 

〇 

〇 

〇 

〇 

— 

〇 

□タイフおよび G タイプ 

L ソ列の AF ニッコール 
( F 3 AF 用を除く） 

0》8 

0 

〇 

〇 

〇 

— 

〇 

〇 

Ai - にッつール 

— 

0》9 

〇 

〇 

〇 

— 

〇 

〇 

C 

P 

U 

内 

菌 

ジ 

□ 

1 

ル 

ベ 

の 

レ 

ン 

ス 

等 

10 

Ai - S 、 Ai , シリース E 
レンス、改造 Ai ニッコール 

— 

0※吕 

〇 

— 

A ※り 

— 

— 

— 

メディカル1吕 0 mm f /4 

— 

〇 

〇 

— 

公吕 

— 

— 

— 

レフレックスレンス 

— 

— 

〇 

— 

1 

— 

— 

— 

PC ニッ]-ル 

— 

0 ※巳 

〇 

— 

A ※り 

— 

— 

— 

Ai - S , Ai 

テレコンバーター 

— 

0 》7 

〇 

— 

A ■※り 

— 

— 

— 

ベ□-ス PB -已※13 

— 

0 ※フ 

〇 

— 

A ※り 

— 

— 

— 

オート接写リング 
( PK -11 A . 12.13 . PN -11) 

— 

0 》7 

〇 

— 

A ■※り 

— 

— 

— 


レ 

ン 

ズ 


: CPU 内蔵ニッコールレンズ装着時はフォーカスエ U アの還巧によ D スポット測光エリアの移動び可能 （ wp . 已1)。 

《2 : DX および IX ニッコー ルは装着でをません。 

《3 :このカメラは VR ニッ コールレンスの VR (手ブレ補正）機能に対応しています。 

《4 :カメラの測光モード、および調光制御機旨封よ、あおり操作（シフト、ティルトとも）を行っている時、または開な 
絞 D じ(列に絞りびセットされている時には、正しく機おしまはん。 

※己：あおり操作を巧っていなし、場合のみ可能。 

《6 ; AF - S レンス、 AF - I レンス専用。ただし AF-S ED 17〜3 己 mm f /2.8 D 、 AF-S ED 24 〜日已 mm f /3.5 〜4.日 G 、 
AF-S VR ED 24 〜120 mm f /3 .已〜已.日 G 、 AF-S ED 吕 8 〜 70 mm f /2.8 D は使用でをません。また、 AF-S TC - 
呂 OE II および AF-I TC - 吕 OE は、 AF-S VR E □吕00〜 40 日 mm f /4 G 、 AF-S ED 300 mm f /4 D 、 AF-S 
ED 已 00 mm f /4 D H . AF-S ED 己00 mm f /4 D 、 AF-I E □己 00 mm f /4 D 、 AF-S ED 己00 mm f /4 D H . AF-S 
EDBOOmm f /4 D 、 AF-I ED 色00 mm f /4 D との組み合わはでは AF 撮影はで定まだん。 

义1 .. 合成絞りび f / 日. 6 LU 上明るい場合のみ使用可能。 

《8 : AF 80〜200 mm f /2.8 S、AF 3已〜 70 mm f /2 .日 S、AF 28 〜 85 mm 173 .已〜 4 .己 S ( New)、AF 28 〜 85 mm 
f /3 .日〜 4 .日 S レンズを使用し、ズームの望遠側かつ至近距離で撮影した場合、ファインダースク U - ンのマット面 
の像と才ートフォーカスの合焦表示び合致しない場合びあ D ます。このような場合は、マニュアルフォーカスによ 
0ファインダースク ij — ンのマット面を利用してピントを合わせて撮影して<ださい。 

《9 :開巧絞りび f /5.6 し U 上明るい場合のみ使用可能。 

《10:—部装着不可能なレンズ (■ S - P .36) びあ D ます。 

《11:猩出モードはマニュアル （ M ) で使用でをますび、盈出計は使用できません。 

《12:函出モードはマニュアル （ M ) でシャッタースビードは1/日〇砂で使用でをますび、磨出計は使用でをません。 

《13:縦位置にして装着してください（装着後、横位置に戻すことは可能です)。 

• y デイカルニ ッコー ル200 mmf / 已.已は AS -1 已を併用しないと発光しません。 

参複写装置 PF -4 はカメラアダフター PA -4 を併用すると装着でをます。 
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イルムについて 



■フイルム感度のセットとお認方法 

露出モード（フイルム感度）タイヤルを ISO にセットして、メインコマン 
ドダイヤルで使用ずるフイルムの旧〇感度をセツトしまず。 



•コマンドダイヤルの回転でフィルム感度を阳または旧日日〜目40日の範囲 （1/3 段ステップ） 
にセットすることびできます。ただし、フィルム交換を巧ラと自動的に阻にセットされます。 

• DX マーク付フィルムの場含は、做にセットしてフィルムを装てんすると IS 日2日〜 
已日〇日の範囲でフィルム感度は自動設定されます。また、日 X マーク付フィルムを装て 
んして阻政外の感度にセットすると、その感度び優先されますので、フィルムの増 
感-減感を行ラ撮影に便利です。 

• DX マークびないフィルムの場合は、旧日6〜64日日の範囲でセットできます。 
•セットされているフィルム感度の確認は、露出モード（フィルム感度）ダイヤルをに日 

にセットするだけで巧えます。 

•露出モード（フィルム感戲ダイヤルを IS 日にセットしたままの状態では、シャッター 
はきれません。 希望する露出モード （ P 、 S 、 A 、 M ) にセットして撮影してくださし、。 

CSMf :フィルム交換を巧っても自動的に陋にセッ ト されず、撮影を自身がセッ ト した 
フィルム感度がそのまま保持されるよラに変更でさます （》^ P .73)。 

■フィルムの途中巻を戻しについて (撮影 途中で フイルムを巻を戻す 場を) 
2つのフイルム巻を戻しポタンを約1砂間同時に巧します。 




•フイルム巻を戻し中は、表示パネルとファインダー巧表示にフイルム巻さ戻し表示 
〇-- 一 0- 一 0 の順に点灯し、フイルムコマ数びカウントダウン表示されます。 

• E び点滅拌巧しタイマーび作動していない状態では点灯）すると巻き戻しは完了です。 
裏ぶたを開けてフイルムを取り出してください。£び点滅する前に裏ぶたを開けてし 
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まラと、表示パネルやファインダー内表示にフイルムカウンターと〇__び点滅して警 
告します。その場合は P . 104を参考に対応してください。 

CSM !3 :フィルムの巻き戻しは通常、高速普き戻しで巧われますが、巻さ戻す速さより 
静肅性を重視したサイレント巻き戻しモードに変更できまず P .7 己)。 

■フイルムの巻を戻しが行われない場合 


• 電池容量び極端に低下している場含やほ温時には、表示パネルにフィルム巻さ戻し表 
示〇__とフィルムカウンターび点滅し、フィルムの巻を戻しび斤われなかったり、巻 
を戻し途中でモーターび停止したりすることびあります。このよ5な時は、いったん 
電源スイッチを日 FF にして電池を交撰した後、電源スイッチを日 N にして、再度巻を 
戻し操作を行ってください。 

■フィルム給送モードについて 
給をモード七レクトダイヤルロックボタン 
を巧しなび百®、給送モード七レクトダイ 
ヤルをセットしまず感。 


■フイルム I 裕をモードの種類と特徴は巧のとおりです。 

回： 1コマ巻き上げ 

シャッターボタンを巧すごとに、フイルムび]コマずつ巻き上げられます。 

鸟： 連続巻き上げ 

シャッターボタンを押し続けると、フイルムび最高約吕.日コマ/秒で連続して巻 
き上げ日れます。連続撮影に便利です。 

昔き上げ速度は、フォーカスモード M 、 露出モード M 、 シャッタースピード1/125砂じ上、絞り開 SSa ソ 
巧、常ミ届20で、新品電池使用時の1〜36枚撮影時の平巧値です。 

•給送モードセレクトダイヤルを因にセットするとを重露出撮影（屈' P . 巨己）び、对に 
セットするとセルフタイマー撮影 （ i ^ P .70) び行えます。 





フイルム 
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カスについて 




■フオーカスモードセレクトダイヤルについて 



•フォーカスモードセレクトダイヤルを S (シングル AF サーボ）、または C (コンテイニ 
ユアス AF ヴーボ）にセットし、シャッターボタンの半押しを続けると、フォーカスエ 
U ア内（屈 P .44) の被写体に自動的にピントを合わせます。 

S ： シングル AF サーポ （ AF-S • フォー カス優 ホモー ド） 

ファインダー内表示のピント表示 ♦ び点灯している時のみシャッターびされるフ 
ォーカス優先モードです。ピント表示 • び点打した状態でシャッターボタンの半 
押しを続けると、ピントはそこで固定（フ ォー カス□ック *^ P .46) されます。 
ただし、初めか日動いている被写体には予測駆動フ ォー カス（屈 P .90) び作動し 
て被写体の動きに応じてピントを追い統ブ、ピントび合っているとカメラび判断す 
ればシャッターはをれます。シャッターをきる前に被写体び静止した時は、ピント 
表示•び点灯して、ピントはそこでフ ォー カス□ックされます。 

C ： コンテイニユアス AF ヴーボ （ AF-C • レリーズ優ホモード） 

ファインダー内表示のピント表示•の点灯、消灯にかかわ日ず、いつでをシャッタ 
一をさることびできるレ U —ズ優先のモードです。いったんピント表示 ♦ び点灯し 
てをフォーカス□ックは行われず、シャッターをきるまでピントを合わせ続けます。 
また、シャッターボタンの半押しを続けると、動いている被写体には予測駆動フォ 
ーカス（应 P .90) び作動して、被写体の動さに応じてピントを追い続けます。 

CSM ；；:シャッターボタンの半押しではなく、 AE / AF □ックボタンの操作でオートフ 
オーカスが作動するよラに変更でさます （》^ P .7 已）。 
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AF エリアモードについて 


■オートフォーカスで AF エリアモードセレクトダイヤルを切り換えると、 
選択したフォーカスエリアのみでピントをわせを行ラシング 
ルエリア AF モード、または他の4つのフォーカスフレームも活用してピン 
卜をわせを巧うダイナミック AF モードのいずれかを選ぶことができます。 


AF エ U アモード七レクトタイヤルで、 AF エ U アモードをセツトします。 




巧 罔！？ 5 f 5 .S P 


■ AF エリアモードセレクトダイヤルをシングルエ U ア冉 F モードに切り換えると、表示パ 
ネルとファインダー巧表示にシングルエ U ア AF モード表示び、またダイナミック AF フ 
モードに切り換えると、ダイナミック AF モード表示び点灯します（应 P .42)。 才 

[] :シングルエ U ア AF モード：円 ふ 

己つのフォーカスフレームの中か日、撮影者自身び選巧した1つのフォーカスエ U アだ ス 
けでピント合わせを行ラモードです。このモードは、動さのかない被写体に対して選択 
した1つのフォーカスエ U アだけで正確にピント合わせを行いたい攝合などに便利です。 

[+] :ダイナミック AF モード： [巧/(至近優先ダイナミック A 刊寺） 

1つのフォーカスエ U アのみでピントを合わせるシングルエ U ア冉 F モードに巧 
し、ダイナミック AF モードでは、複数のフォーカスフレームを使用してピント 
合わせを斤います。 

撮影者自身び選択した1つのフォーカスエ I 」アか b ピントを台わせたい被写体び 
一時的にがれてしまった場合でち、他のフォーカスエ U アか日のピント情報を利 
用してピント合わせを行ラことび可能です（選択されたファインダー内表示およ 
び表示パネルのフォーカスエリア表示は変化しません)。 

このモードは動いている被写体（特に不規則な動きをする被写体）を追い続ける時など、 
被写体をフォーカスエ U アに正確に捉え続けることび困難な場合に便利でず。さらに、 
ダイナミック冉 F モードでは;欠ページの「至近優先ダイナミック AF」 を使用可能です。 
•ダイナミック AF モード樹こフォーカスモードびシングル AF サーボ ( AF - S ) にセットされてい 
る場合、欄設定では、自動的に至近 IK ダイナミック AF となります。 
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AF エリアモードについて— っづき- 


■ま巧優先ダイナ5ック AF 円について 

•至近優先ダイナミック AF とは、 AF エリアモードびダイナミック AF モードの時に使用 
可能な機能で、已つのフォーカスフレームのうち、いちばん手前にある被写体に重な 
っているフォーカスフレームを使用して、自動的にピント合わせを行ラ方まです。已 
つのフォーカスフレームのいずれかにピントび含いますので、ピントのがれた写真を 
避けることびでさます。 

•至近優先ダイナミック冉片時は、表示パネル、ファインダー内表示ともにフォーカスエリ 
アは表示されません。また、任意のフォーカスフレームを選択することはでさません。 

• 望遠レンズ使用時および被写体の輝度び低い時には、至近のフオーカスエ U アび選おさ 
れない場合びあります。その隙にはシングルェ U ア冉 F モードのご使用をおすすめします。 


■才ートフオーカス機能の一覧表 


フオーカスモードと AF エリアモードの組み合わせにより、次のよラなピント合わせび巧ねれます。 



フ オー カス 
モード 

冉 F ェ1」ァ 
モード 

mm 

タイナミックが 

バネル 

つ 7 ィ V う- 
巧!^ 

フォーカスフレーム 
の点巧と消な 

フ オー カス 
エリァ®^^ 


I 

AF-S 

シングル 
ェ1」ァ AF 



[] 



C 3 

m 

手動 


n 

AF-S 

ダイナミック 
冉 F 

する mmm 



消灯 

自動 



L’H 




m 

AF-S 

ダイナミック 

AF 

しない 

(CSM3 て儒） 



m 

手動 






:。;1 

IV 

AF-C 

シングル 
ェ1」ァ AF 





，就 

手動 



い」 


L 。」 

V 

AF-C 

ダイナミック 

AF 

しない ( Mfi ) 



m 

手動 






:。;1 

VI 

AF-C 

ダイナミック 
冉 F 

ずる 

(CSM ので設赶 



消灯 

自動 



L’H 
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CSM 3/ :日：至近優先ダイナミック AF はフオーカスモードがシングル AF サーボ ( AF - S ) 
でち、コンティニユアス AF サーボ （ AF - C ) でも使用できます。 

AF エリアモードを「ダイナミック AF モード」にセットした時、フオーカ 
スモードとの組み合わせにより、下記のよラになります。 

- AF - S の場合：初期設定で至近優先ダイナミック AF となります。 

CSM 3 で、至近優先ダイナミック AF を解除できます（陪 P .7 已)。 

- AF - C の場合：巧期設定ではダイナミック AF となります。 

CSM ぶで、至近優巧ダイナミック AF にセツトできます（屈 P .7 己)。 


ピント合わせの動作 

次のよう W 写体に便利です。 

撮影ちび違おしたフォーカスエ1」アだけを使用してピントを合わせます。 

ピントび合ラとシャッターボタンを半巧ししている間は、フォーカスロックされます。 

静止被写体を撮影する場合など、 

-づこ便利です。 

円つのつォーカスエ U アのうち. S 動的にし'!ちばん辛前にある骗写はに重なって 
いるつォーわスエ U ア巧が巧1，てドント巧合わせます。 

ピントび合うとフォーカス□ックされますび、ピントび合う前に使用しているフ 
ォーカスエ U アから被写体びがれると、他のフォーカスエ IJ アか5のピント情報 
を利用してピントを合わせます。 

スナップ写真などピント合わせは 
カメラまかせにして気軽に撮影す 
る場合に衙リです。 

撮影若び還択したフォーカスエ U アを使巧してピントを合わせます。 

ピントび合ラとシャッターボタンを半巧ししている間は、フォーカスロックされます。 
ただし、ピントび合ラ前に選択したフォーカスエ U アか！5被写体びれると、 
他のフォーカスエ U アからのビント情報を利用してピントを合わせます。 

静止被写体を撮影する搞合など、 
- wr ぶ麗ぶこ便利です。 

撮影者び選択したフォーカスエ U アだけを使用してピントを台わせまず。 

ピントび合ってちフォーカス□ックされず、シャッターををるまでピントを 
合わせ続けます。 

モータースポーツ や陸上^^ ど、 
郁妨向に直綱に動く概体を1 
つのフォーカスエ U アで捕らえ続 
ける場合に働阿。 

撮影者び選がしたフォーカスエ U アを使用してピントを合わせます。ピントび合 
ってをフォーカス□ックされません。 

選択したフォーカスエ U アか5被写体びがれると、他のフォーカスエ U アウ、 
5のピント’隋報を利用してピントを合わせます。 

サッカー競技など、複雑に動く被 
写体を正確に1つのフォーカスエ U 
アに捕5え続けられない場合に便 
利です。 

円つのつォーカスエ U アのうち. S 動的にし'!ちばん丰前におる骗写はに雷なって 
いるつォーわスエ U ア巧巧用してドント巧合れせます。 

ピントび合ってちフォーカスロックされません。 

使巧しているフォーカスエ U アから被写体びかれると、他のフォーカスエ U 
アか！5のピント’廈報を利用してピントを合わせます。 

動さのある被写がを、ピント合わ 
せはカメラまかせにして気軽に撮 
影ずる場合に便ネ阿。 


フ 

才 

I 

力 

ス 
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r フォーカスエリアについて 



■このカメラには、撮影画面内の広い節囲をカバーする已つのフオーカスフレ 
ームがあります。被写体の位置や構図に含わせてフオーカスエリアの位置を 
選択できますので、被写体の状況によっては撮該したい構図のままピント含 
わせが巧え、 フオー カス□ック批 P .4 巨）の手間を省くことができます。 


AF エリアモードをシングルエリア AF モード [] またはダイナ 
S ック AF モード [+] にセツトしまず。 



F 80 D 


F 80 S 



•至近優先ダイナミック AF 時 （[ H び点灯は、フオーカスエ U アを任意に選 
択することはでをません。 


□ックレバーをスライドをせて□ックを解除し、フオーカ 
スエ U アセレクターでフオーカスエ IJ アを選択しまず。 





• シャッターボタンを半巧しし、フォーカスエ U アセレクターを上下ちちに押して希望 
するフォーカスエ U アを選択します。選択されたフォーカスエ U アはフアインダー内 
に点灯し、被写体び暗い場合は瞬間的に赤色に自動照明（バリブライト•フォーカス 
エリア应 P .4) されます。また、表示パネルのフオーカスエ U ア表示ち点なします。 


• フォーカスエ U アを選択した後、フォーカスエリアセレクター□ックレバーをスライ 
ドさせて□ックすると、フオーカスエ U アを選択した位置に固定することびできます。 


CSM 5 :選択されたフ オーカ スエリア表示は、自動的に照明しまずび、この照明を禁止した 
り、被写体の明るさに関係なく照明したりするように変更できまず的 P .74)。 
CSM & :フオーカスエリアセレクターの巧ず位置を変えることなく反対側のフオーカスエ 
リアの選択が可能になります（应 P .74)。 
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AFffi 助光について 


■このカメラは、 AF 補助光ランプを搭載しています。被写体び暗い場合でも、 
シャッターボタンを半巧しすると自動的に AF 補助光を照射し、被写体を照 
5してオートフォーカスでのピントをわせが可能となります。 



• 政下の条件を満たしている時に自動的に照射を行います。 

フオーカ スモードび AF-S で、 AF ニ ッコー ルレンズを装着し、被写体び暗く、 フオーカ 
スエリアび中央に選択された状態かまたは至近優先ダイナ S ック AF 時。 


• 使用可能な AF ニッコールレンズの焦点距離は 24〜2 日日 mm 、 冉 F 補助光び届く距離範 
囲の目安は約日.己〜 3 m です。 


CSM 旧： AF 補助光の照射を禁止することびでさます （>^ P .77)。 


fa 3意 AF 補助化の運続巧用について_ 

AF 補助光を連続的に使用すると、照射ランプを保護するため一時的に照射び 
制限されます。かし時間をおくと照射可能にな0ます。また、短時間に何回も 
使用すると、 AF 補助光の窓が熱くなることびありまずので、ご注意ください。 


画 メモ別売0スピ^ドライトとアクティブ補助がについて_ 

月 I 」売りスピードライト S 目-800 • 80 DX - 5日 DX • 28/28 DX • 27 • 
2目 ■ 2已 ■ 24を使用して、撮影した場合、アクティブ補助光の発光条件び 
満たされると、別売りスピードライト側のアクティブ補助光が自動的に照射 
を行います。その他の別売りスピードライトでは、カメラ側の AF 補助光が 
自動的に照射を行います。 


I 下記のレンズではケラレび発生し、撮影距離 Im 政巧では内蔵 AF 補助光を使用しての 
オートフオーカス撮該は行えません。 

■冉 F マイクロ ED200mm f/4 ■ AF 24 〜 8 已 mm f/ と 8 〜 4 

- AF-S ED 17 〜 3 日 mm f/2.8 ■ AF 24 〜] 20mm f/3 .己〜己.日 

■ AF EDI 8 〜 3 己 mm f/3 .己〜 4 .己- AF-S ED28 〜 70mm f/2.8 
■冉 F 20 〜 3 日 mm f/2.8 ■ AF マイクロ ED7 日〜 18 日 mm f/4 .己〜己.日 


• AF-S EDS 日〜 20 日 mm f/2.8. AF ED8 日〜 2 日日 mm f/ 吕 .8 、冉 F VR ED8 日〜 
4 日日 mm f/4 .己〜已.卸ま内蔵 AF 補助光を使用してのオートフオーカス撮影は行えません。 
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•—カス□ック}最影 


1^— 


■オートフォーカスでを要被写体（ピントを含ねはたい人物やちのなど）が 
已つのフォーカスフレームのいずれか5も外れる構図の時に使用します。 
また、「オートフォーカスが苦手な被写体」 （ i ^ P . AS ) にも有効です。操 
作手順はシングル AF サーボ （ AF - S ) と コンティニユア ス AF ヴーボ 
( AF - C ) で異なります。 

1 ピントを台ねせたいものにフオーカスエリアを重ねて、シ 
I ヤツ ターボタンを半巧ししまず。 


• ピントび合5とピント表示 • び点灯します。 

2ピント表示♦が点打した6、フオーカス□ックを行いまず。 

[シングル AF サーボ （ AF - S ) の場合] 

シャッターボタンを半巧ししている間、ピントはそのまま固定（フオーカス□ッ 
ク）されます。 



■ AE / AF □ックボタン@を巧してフォーカス□ックを巧うこともできます 
(コンティニュアス AF ヴーボの場合を参照)。 
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[コンテイニユアス AF ヴーボ （ AF - C ) の場台] 

シャツターボタンを半押ししたまま①、 AE / AF □ツクボタン@を押すと感、 
ピントびそのまま固定（フオーカス□ック）されます。 



•シャッターボタンから指を離しても、 AE / AF □ックボタン敬を巧している 
間は フォー カス□ックされます。 また、 AE □ック （恆 P .60) も同時に巧ね 
れます。 

CSM J :: AE/AF □ックボタン敬を押した時に、 AF □ックだけ巧われるよう 
に変更できまず （应 P .7 已）。 


フオーカス□ックを行ったまま、桓図を決めて撮影しまず。 



•フォーカス□ック後は、主要被写体との撮影距離を変えないでください。 
•シャッターををった 後ち、 シャッター ボタンの半巧しを続けている間、または 
AE / AF □ックボタン敬を押し続けている間はピントび固定され、続けて撮影 
びでをます。 

•ピントび固定された後に被写体び動いた（撮影距離び変化した）場含は、いった 
ん シャッター ボタンや AE/AF □ッ クボタン颂か日指を離し、フ ォー カス □ッ 
クを解除してか5ピントを含わせ直してください。 
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才-トフォ-カスがき手な綱佩こついて 


■次のよラな被写体では、オートフオーカスでピント含わせができない場台 
があります。このような場台は 、 M (マニュアルフオーカス i ^ P .4 日）に 
切り換えてマニュアルでピントを含ねせて撮影するか、フオーカス□ック 
P .46) を利用しておおよそ同じ距離の被写体にピントを含わせ、その 
まま構図を元に戻して撮影してください。 



明お差びはっき日しない場合 

(白壁や背景と同色の服ををている人物等) 


フォー カ スフレー ム巧に遠いちのと近いもの 

が混巧する被写巧 

(オリの中の動巧や木の前の人物等） 



/ 

1 1 1 II 1 

H 111 


中中 Htu 
中中 ™ 


H m 

□□□□□己 

nnnnnn 


flnmnn 

□□□□□□ 

nnnnnn 


1 1 II II II II 1 



連続した繰0返しパターンの巧写化 
(ビルの•杳等） 



フオーカスフレーム巧の被写巧の輝度是び普 
し<異なる場る 

(太陽び背景に入った曰陰の人物等） 
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■マニュアル フオー カス（手動）によるピント合わせ 



•フォーカスモードセレクトダイヤルを M (マニュアル）にセットし、レンズの距離リ 
ングを回して、ファインダースクリーンのマット面の傲びはっきり見えるよラにピン 
卜を合わせます。シャッターは、ピント表お♦の点灯■消灯にかかわ5ず、さること 
びでをます。マニュアルフォーカスは、オートフォーカスび苦手な被写体（应 P .48) 
を撮影する時や、 AF ニッコールしツがのレンズ P .36) を装着している時にご使用 
<ださい。 


•冉 - M 切り換え方式のレンズを装着して、マニュアル フオー カスでピントを合わせる場 
合は、レンズ側ち M にセットしてご使用ください。また、 M/A (マニュアル優先才一 
トフ オー カス） モード機能を搭載しているレンズを装着する場合は、レンズ側は M/A 
または M のどち日にセツトしてをマニュアルフ オー カスは可能です。詳細はご使用に 
なる各レンズの使用説明書をご覧ください。 


■フオーカスエイドによるピント合わせ 




•フオーカスモードセレクトダイヤルを M (マニュアル）にセットした時、開放絞りび 
f / 己.己じ(上明るいレンズを装着すると、ファインダー巧表示のピント表示 ♦ によって 
合焦状態を確認でをる「フオーカスエイドによるピント合わせ」び行えます。 


• シャッターボタンを半巧しして、半巧しタイマーび作動中にレンズの距離リングを回 
し、ピントを合わせたいちのに選択しているフオーカスエ U アを重ねて、ピント表示 
•を点打させます。シャッターはいつでををることびできます。また、いずれのフオ 
一カスエ U アを選択してちフオーカスエイドび行えます（应' P .44)。 
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測光モードについて 


■測光モードセレクトダイヤルを切り換えることにより、3つの測光モード 
か5被写体の光の状況に最適な測光モードを選ぶことができます。 


測がモードセレクトダイヤルを回して、任意の測がモードにセ 
ットしまず。 



•各測光モードをセツトすると、ファインダー内表示に測光モード表示び表示されます。 
• CPU 内蔵 ニッ コールがのレンズは、測光でをません。 


■測光モードの種類と特長は;夕のとおりです。 

図：10分割マルチパターン測巧 • 3D- 10分割マルチパターン測巧 



「10分割マルチパターン測巧」は、撮影画面を図のように] 0分割して、それぞ 
れの部分を独立して測光した情報に基づいて、最適な露出値を決定します。さ5 
に□タイプまたは G タイプニッ コール レンズを装着した場合には、画面巧の最大 
輝度、輝度差情報に加え、カメラから被写体までの距離情報を加味して測光の精 
度を高めた、 r 3 D -10 分割マルチパターン測光」となります。このモードを使え 
ば、ほとんどの被写体で適正露出を得ることびでさます。 

ただし、 AE □ック（屈 P . 己 0) や露出補正（屈 P .62) を行う時は、中央部重 
点測光またはスポット測光をおすすめします。 
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阿：中央部重点測光 



「中央部重点測巧」 は、ファインダー中央部（ゆ 12 mm の円内）を重点的に測光 
して露出値を決定しますので、 ホ 12 mm の円内の露出を基準に撮影したい場合 
に適しています。 

円：スポット測が 



「スポット測光」 は、フォーカスエリアに重なるゆ 4 mm 相当（全画面の約1%)を 
測光して露出値を決定します。逆光時やコントラストび激しい時など、狭い範囲 
での露出を基準に撮影したい場含に適しています。 

•測光範囲はフォーカスエ U アセレクターで選択されたフォーカスエ U アに連動 
するため、撮影したい構図にフォーカスエ I 」アセレクターを操作した焉合、そ 
のフォーカスエ U アに連動して測光エ U アち移動します。 

•至近優先ダイナミック AF モード時 （*^ P .42) は、 常に画面中央の フォー カス 
フレームに対応したスポット測光び行われます。 


測光•露出 
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各露出モードによる}最影 


■ P : マルチプ□グラムオート 

撮影状況に応じて、最適露出となるよ5シャッタ 
ースピードち絞りをカメラび自動的に制御します 
ので、スナップ写真など、シャッターチャンスを 
優先して気軽に撮影したい時などに便利です。 

プ□グラムシフトや露出補正（腔 ' P . 己2)、オート 


プラケテイング （>^ P .63) などの併用により、高 


度な撮影ち楽しめます。 

•マルチプ□グラムオート撮影は、 CPU 内蔵ニッコールレンズ装着時のみ撮影び行えま 

す（应 P.3 日）。 


露出モードダイヤルを P にセツトしまず。 



ツコー ルレンズについて 


G タイプ！;(がの CPU 内蔵こッコールレンブの絞りリングは、必ず最ル 
絞り（最ち数値の大をい絞り）にセットしてください。絞り U ングび最 
ル絞りにセットされていない時は、表示パネルとファインダー内表示に 
巧 E が点ミ威し、シャッターか'をれません。 


• CPU 内蔵ニッコールながのレンズ装着時には、表示パネルとファインダー内表示の絞 
り表示に F -- び点滅し、シャッターびをれません。この場含、露出モードを M にし 
て己8)、絞りのセットと確認はレンズの絞り U ングで行って、撮影してくだ 
さい。ただし、力;><ラの露出計は使用でをません。詳細は *^ P .36 「このカメラに 
使用可能なレンズについて」をご覧ください。 


2插図を巧め、ピントを台わせて撮影しまず。 

• 次の警告び表示パネルやファインダー巧表示に点灯した場台は、被写体び日月るすざたり 
暗すぎたりして、力;< ラの制御範囲を超えています。じ(下のよラに対応してください。 
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• H : : ND (光量調節用）フィルターを使用してください。 
- io :スピードライトを使用してください。 























プ□グラムシフトについて 


(1, 弓 f 5.5 i 

' Q - 

@ 

J 

化〇巧） 

'' Qss 

@ 

。円 (1 

霞 円 (1 

/夕 

||り公 J — 

9- - 

"りが J 


マルチプ□グラムオートで撮 
影中にメインコマンドダイヤ 
ルを回すと、露出を一定にし 
たままシャッタースピードと 
絞りの組み合わせを変えること 
びでさます。この機能により、マルチプ□グラムオートにセットしたままシャッ 
ター優先オートや絞り優先オートのよラな使い方びできます。プ□グラムシフト 
中は表示パネルにプ□グラムシフトマーク目び点灯します。解除するには、プ□グ 
ラムシフトマーク目び消打するまで方インコマンドダイヤルを回す、他の露出モー 
ドに切り換える、電源スイッチを日 FF にする、内蔵スピードライトを使巧する 
(屈 P .84)、 ツーボタン U セット（屈 P .78) を行ラなどで可能です。 


[参ち]プログラム線回について 

プ□グラム線図はプ□グラムオート撮影時の露出制御をグラフにしたをのです（に日10日の場合)。 

- AF 己 0mmf/].4D を使用した攝合 

AF EDI 80mm 172. 扫 D を使巧した場合 


--AF-S ED 300 mmf/4D を使用した場合 
測光範囲 EV0 〜吕1 



4 815 30 60125 250 500100020004000 

(シャツタースピード） 


>フィルム感度に応じた測光範囲により、 EV 値の両端に制限びあります。 

•マルチパターン測光では、に日1日日の時]己 ] 冶を越える EV 値では、すべて]己とし 
て制御されます。 


測光•露出 
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各露出モ-ドによる撮影 -っづき- 


■S :シャッター優巧才ート 

撮影者び好みのシャッタースピード （3 日秒〜 

1/4日日0砂）をセットすると、カメラび自動的に絞 
りを制御します。スポーツシーンの撮影など被写 
体の動さを速いシャッタースピードで写し止める、 

または遅いシャッタースピードで強調するなど、 

シャッタースピードを重視した撮影に最適です。 

• シャッター優先オートは CPU 内蔵ニッコールレ 
ンズ装着時のみ撮影び行えます （《^ P .3 己)。 

1露出モードダイヤルを S にセットしまず。 



G タイプ！;(外の CPU 内蔵こッコールレンズの絞りリングは、必ず最小 
絞り（最を数値の大きい絞り）にセットしてください。絞り U ングげ最 
ル絞りにセットされていない時は、表示パネルとファインダー内表示に 
fee が点滅し、シャッターがをれません。 

• CPU 内蔵ニッコールな外のレンズ装着時には、表示パネルとファインダー内表示の 
絞り表示に F -- び点滅し、シャッターびされません。この場合、露出モードを M 
にして（应 P . 日8)、絞りのセットと確認はレンズの絞り U ングで行って撮影して 
ください。ただし、カメラの露出計は使用でをません。詳細は「このカメ 
ラに使用可能なレンズについて」をご覧ください。 

•露出モードを M (マニュアル）にして buLfa にセットした後、 fauLb を解除しない 
で S (シャッター優先オート）にセットすると、 buib 表示び点滅してシャッタ 
一はされません。 S で撮影する場合はメインコマンドダイヤルを回して buib m 
外のシャッタースピードにセツトしてください。 
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メインコマンドダイヤルで巧みの シャツ タースピード （30 
ST ぶ〜 1/4000 技0をセットしまず。 



CSM te :シャツタースピードのセツトをサブコマンドダイヤルで行えるように変更 
でさまず（屈 P .7 巨）。 

構図を巧め、ピントを台わせて撮影しまず。 

• 次の警告び表示パネルやファインダー内表示に点灯した場合は、被写体び明るすぎ 
たり暗すぎたりして、カメラの制御範囲を超えています（同時にオーバー、アンダ 
一の量を示す露出インジケーターび点なします)。じ(下のよラに対応してください。 
■ H ； ：シャッタースピードをより高速側にセットし、それでを警告表示び消えない 
時は、 ND (光量調節用）フィルターを使巧してください。 

- io :シャッタースピードをよりほ速側にセットし、それでを警告表示び消えな 
い時は、スピードライトを使用してください。 


測化•露出 
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各露出モ-ドによる撮影 -っづき- 


■A: 絞り優巧才ート 


撮影者び絞り（最ル絞り〜開放絞り）をセットする 
と、カメラび自動的にシャッタースピードを制御 
します。手前か日奥まで鮮日月に写す、背景をボカ 
すなど、被写巧深度（ピントの合5前後の範囲 
•^■ P .90) を優先した撮影に最適です。また、スピ 
ードライト撮影時には、絞りを変えることにより 
調光範囲の変更を行えます己）。 

•絞り優先オートは CPU 内蔵 ニッ コールレンズ装 
着時のみ撮影び行えます （>^ P .3 白)。 




G タイプながの CPU 内蔵ニッコールレンズについて 

G タイプ！;(外の CPU 内蔵こッコールレンズの絞りリングは、必ず最小 
絞り（最を数値の大きい絞り）にセットしてください。絞り U ングげ最 
ル絞りにセットされていない時は、表示パネルとファインダー内表示に 
fee が点滅し、シャッターがをれません。 

• CPU 内蔵ニッコールな外のレンズ装着時には、表示パネルとファインダー内表示の 
絞り表示に F -- び点滅し、シャッターびされません。この場合、露出モードを M 
にして（应 P . 日8)、絞りのセットと確認はレンズの絞り U ングで行って撮影して 
ください。ただし、カメラの露出計は使巧でをません。詳細は 《^ P .36 「このカメ 
ラに使用可能なレンズについて」をご覧ください。 
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サブコマンドダイヤルで巧みの絞0 (最ル絞〇〜開放絞 0) 
をセットしまず。 


CSM :?:絞りのセツトを、メインコマンドダイヤルで巧えるよラに変更できまず 

(屈 P .7 巨）。 

構図を巧め、ピントを台わせて撮影しまず。 

• 次の警告び表示パネルやファインダー内表示に点灯した場合は、被写体び明るすざた 
り暗すぎたりして、力ラの制御範囲を超えています（同時にオーバー、アンダー 
の量を示す露出インジケーターび点口します)。のよラに対応してください。 

■ W ::より大さい数値の絞りにし、それでち警告表示び消えない時は、 ND (光量 

調節用）フイルターを使用してください。 

■ Lo :よりかさい数値の絞りにし、それでち警告表示び消えない時は、スピード 

ライトを使用してください。 




測化•露出 
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各露出モ-ドによる撮影 -っづき- 


■ M :7ニユアル 


シャッタースピー ド化 uLfa および 3 日 秒〜1/4 日日 0 
秒)を絞り（最ル絞り〜開放絞り）を、撮影者び自由 
にセットでさるので、ファインダー内表示の露出 イ 
ンジケーターを見なびら、撮影状況や目的に合わせ 
た露出決定びできます。「長時間露出（バルブ)」を 
このモードで セツ トします。 



露出モードダイヤルを M にセツトしまず。 



G タイプ！;(がの CPU 内蔵こッコールレンズの絞りリングは、おず最ル 
絞り（最を数値の大きい絞り）にセットしてください。絞り U ングげ最 
ル絞りにセットされていない時は、表示パネルとファインダー内表示に 
巧 E が点滅し、シャッターか'をれません。 


• CPU 内蔵ニッコール政がのレンズ装着時には、表示パネルとファインダー内表示の 
絞り表示に F -- び点なします。絞りのセットと確認はレンズの絞り U ングで行つ 
て撮影してください。ただし、カメラの露出計は使用できません。詳細は应 P .3 日 

「このカメラに使用可能なレンズについて」をご覧ください。 
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露出インジケーターを確認しなが6、シャッタースピード 
と絞0をセットしまず。 


































































■シャッ タースピー ド （ buLfa および30 秒〜 1/4 日 0 日秒）はメインコマンド ダイヤ 
ルでセットし、絞り（最ル絞り〜開放絞り） はヴプ コマンドダイヤルでセットし 
ます（どち b を先にセットしてちかまいません)。 

•シャッタースピードを buib にセットすると長時間露出（バルブ）撮影知 P .67) 
となります。 

•シャッタースピードを]/] 2己秒に セット すれば、裏ぶたを開けたままで シャッ 
ターび されます。 

• 露出補正をセットした場合、インジケータ表示び変わるのみで、撮影者びセット 
したシャッタースピードと絞り値は変わりません。 

CSMi'? :シャッタースピードのセットをサブコマンドダイヤルで、絞りのセット 
をメインコマンドダイヤルで巧えるように変更できます P.7 巨)。 

モ 露出インジケーターにつし、て 

長時間露出（バルブ）撮影時を除いて、撮影者びセットしたシャッタースピー 
ドと絞り値の組み合わせによる露出値と、カメラび測光した露出値との差び表 
示されます。 

カメラの測光限界を超えると、露出インジケーターび点滅警告します。 

露出インジケーターの見方はし: TF のとおりです。 


適正露出の状態 

]/2段アンダーの状態 

3段な上オーバーのが態 

+.,.0 


+ 0 — 

41111111 


福回をミ夫め、ピントを合わせて撮霞します。 


測光•露出 
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AE ロック撮影 


■ AE □ック撮影は、撮影画面巧の特に露出を含わせたい部分をスポット測 
光などにより測光し、 AE / AF □ックボタン领を巧してその露出をカメ 
ラに記憶させたまま、構図を変えて撮影する方法です。露出を含わせたい 
部分とその周囲とで、著しく明るさが異なる場含などに使利です。露出モ 
ードは M (マニュアル） ly がにセットしてください。 


測がモードをスポット測がまたは中央部重点測がにセット 


しまず。 



• マルチノ く夕ーン測光は十分な AE □ックの効果び期待でをないため、おすすめでをません。 


露出を合わせたい部分にフォーカスエリアを重ね、シャツ 
夕ーボタンを半巧ししたまま①、 AE / AF □ツクボタン领 
を巧して感、ピント表示•の点打をお認しまず。 



■ AE/AF □ックボタン®を巧している間は、測光モードに応じた部分の露出び 
記憶（□ック）され、構図を変えてち露出は変わりません。 

■ AE/AF □ックボタン@を巧すと、ファインダー内表示に AE □ック表示 EL び 
点灯します。 

•スポット測光にセットした攝合、次の部分び測光エ U アとなります。 

1. スポット測光で、測光エリアとフオーカスエリアび連動する場合 （p^P . 己])は、 
選択してあるフオーカスエ U アを重ねた部分の露出び記憶されます。 

とスポット測光で、至近優先ダイナ S ック冉 F モード時（屈 ■P.AS) は、画面中央 
のフオーカスフレームに相当する部分の露出び記憶されます P. 日1)。 


60 

































• 中央部重点測光にセツトした場合は、中央部ゆ ] 2 mm の円内の露出び記憶されます。 
■フォーカスモードびシングル AF サーボ（冉 F-S) またはコンテイニユアス AF サー 
ボ (AF-C) の場合、フォーカス□ツク（屈 P.4 白）を同時に行われますので、ピ 
ント表示 • の点灯ち確認してください。 

CSM !i : AE/AF □ツクボタン®を押した時に、 AE □ツクだけ行われるように 
変更でさまず（屈 P .7 己）。 


AE / AF □ックボタン领を巧したまま、插図を決めて撮 
影しまず。 




■ AE/ 冉 F □ックボタン颂を巧している間、次の操作び可能です。 

1. 露出モードび P (マルチプ□グラムオート）の場合は、プ□グラムシフト 
(应 P. 已 3) び可能です。 

2. 露出モードび S (シャッター優先オート）の場合は、シャッタースピードの変 
更び可能です。 

3. 露出モードび A (絞り優先オート）の場合は、絞りの変更び可能です。 

いずれも、変更した後の露出表示はそれぞれ制御されるシャッタースピード、絞 
りび表示されます。 

• 冉 E □ック中は、測光モードセレクトダイヤルを切り換えてを測光モードは変わり 
ません （AE □ックを解除すれば変わります)。 

CSM 1 :シャッターボタンの半押しで AE □ックが行えるよラに変更できまず 
(屈 P.74 )。 

CSM i::AE/AF □ックボタン嚷を押ずと指を離しても AE □ックのが態が保持 
され、再度 AE/AF □ックボタン趣を巧ずと解除されるよラに変更でき 
まず（应 P .7 己）。 


測光•露出 
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露出補正 


■露出補正とは、カメラが制御する適正露出値を意図的に変えることをいい 
ます。たとえば、八イキー （全体に明るい卜ーン)、 □—キー （全体に暗し、卜ーン) 
など、作画意図に応じた露出表現をしたい場をなどに使用します。測光モ 
ードは中央部重点測光またはスポット測光をおすすめします。いずれの露 
出モードでもセット巧能です。 （ただし露出モードが M 時は、インジケータ表示が 
変わるのみで、撮影者がセツトしたシャッタースピードと絞り値は変わりません） 


露出補正ボタン回を巧しなが6、メインコマンドダイヤ 
ルで補正量 （1/2 段ステップで±3段）をセットしまず。 



•補正量をセットすると、表おパネルとファインダー内表示に露出補正マーク因び点 
なします。補正量は露出補正ボタンを巧すだけで確認でをます。さ b に、ファイン 
ダー内表示の露出インジケーターび露出補正インジケーターとして表示されます。 
その隙、露出インジケーターの0は点滅します。 

•補正の目安としては、被写体（たとえば人物など）に対して、背景び明るい場合 
は+側に、背景び暗い場合は 一 側に補正するのび基本です。 

•スピードライトの光量のみを補正する調光補正については P.87 をご覧ください。 


構図を巧め、ピントを台わせて撮影しまず。 



•露出補正を解除する場含は、露出補正ボタン回を巧しなび5、；<インコマンドダイ 
ヤルで補正量を日.日にセットするか、ツーボタンリセットを巧ってくださ 
い（電源スイッチを日 FF にしても辭除されません)。 
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■オートブラケティングをセットすれば、いずれの露出モードでもシャッター 
をきるごとにカメラが表ちする適正露出値 （露出モードびマニュアルの場合は撮影者び 
セットした露出帽） に巧して、セツトした撮影枚数 （最大2または3枚） と補正ステツ 
プで、自動的に露出をず S した （露出補正なしで最大 ±2 段） 撮影が巧えます。 
たとえば、適正露出の許容節囲 （ラチチュード） がかさいカラースライド撮影な 
どで、被写がにコントラストの強いちのがある場台にち、現像後に、段階的 
に露出をず5した写真か6作画意図に台ったものを選ぶことができまず。 

1 オートブラケティングボタン欄を巧しなが6、メインコマ 
I ンドタイヤルでブラケテイングマーク關を点灯させまず。 




•ブラケティングマーク剛を点なさせると、露出補正マーク因び点滅します。 
•露出モードび P (マルチプ□グラムオート）の時は「シャッタースピード」と「絞 
り」び 、 S (シャッター優先オート）の時は「絞り」び 、 A (絞り優先オート）と 
MC マニュアル）の時は「シャッタースピード」び蜜化します。 

•いずれの露出モードでち、スピードライト使用時は、スピードライトで照日され 
たま要被写体の TTL 調光レベル （ S 己ブラケティング）と、定常光で照らされてい 
る背景の露出 （ AE プラケティング）の両方に補正び行われます。 

オートブラケティングボタン ffl を巧しなが5、ヴブコマンド 
ダイヤルで撮影巧数と捕正ステップをセツトしまず。 





•撮影枚数と補正ステップの組み合わせは、次ページをご覧ください。 




■-トブラケティング(自動段階露出) 


h— 


測光•露出 


63 




































































才-トブラケティング(自動閣 1 露出）-っづき 



■撮影巧がと補正ステップの組みをわせは巧のとお0でず。 


•オートブラケティングボタン师 i を巧しなびら サブコマンドダイヤルを回すごと 
に、表示は次のよラに変化します。 


撮影 MS ? と補正ステップ 

ブラケテインクバーグラフ 

禱刻1解 

が日 .S 

+" 卜 

日/-日.已 /+ 日.己 

が：ぷ 

+" 卜 

日/- 1.0/+1 . 日 

3 F ；.S 

+" 卜 

0/-1 . 已 /+1 . 已 

が？.己 

+" 卜 

日/- 2.0/+ 己日 

+ び G.S 

+" 

曰/+日.己 

+が！.日 

+" 

0/+1.0 

+ び i.S 

+" 

日/ +1 .己 

+がと日 

+" 

日/+2.日 

-が G.S 

■卜 

0/- 日.已 

-び！.日 

■卜 

0/-1 . 日 

-び i.S 

1 卜 

0/-1 . 已 

-が？.己 

■卜 

日/-己日 


CSM 3 : マイナス測か5プラス側へ順番に撮影されるように変更できます 知 P .73)。 

3插図を巧め、ピントを合わせて撮影しまず。 

•撮影中はシャッタースピードと絞りち補正された値び表示されます。 

•解除するには、オートプラケティングボタン 細 i を巧しなびら y インコマンドダ 
イヤル で表示パネルのブラケティング表示 m を消灯させるか、またはツーボタ 
ンリセットを行います。コマンドダイヤルで解除し、再度オートブ 
ラケティングをセッ ト する場合は、前回セットした撮影枚数と補正ステップは保 
持されます。ツーボタンリセットで解除し、再度オートブラケティングをセット 
する場合は、撮影枚数と補正ステップは 「3 f = じ5」 に自動的に U セットされます。 

•オートブラケティングと露出補正（应 P . 日 2) や調光捕正 （ I ^ P .87) び同時にセ 
ットしてある場合、両方の補正値び加算されたオートブラケティング撮影び行え 
ます。±2段を超えるオートブラケティング撮該を行5場含に便利です。 

•フィルム給送モードを 马 I (連続卷さ上げ）にセットして撮影している場合、シャッター 
ボタンを巧し続けると、セットした枚数び終了した時点でいったん自動的に停止します。 

• オートプラケティング撮影の途中でフィルムび終わってしまった場含、フィルム 
交換後に残りの撮影び行えます。また、撮影中に電源スイッチを OFF にした場合 
ち再び日 N にすれば残りの撮影び行えます。 

•セルフタイマー撮影時（应 P .7 日）には、セットした撮影枚数のオートブラケティ 
ング撮影び1枚ずつ行われます。 
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多重露出撮影 


■を重露出撮影では、フィルムの同ーコマ上に画像を何回も重ねて撮影すること 
ができます。いずれの露出モードでもセット可能でず。 

1 給送モードセレクトダイヤル□ックボタンを巧しなが6、給 
I をモード七レクトダイヤルをを重露出因にセツトしまず。 



•セツトするとファインダー内表示に多重露出マーク因び点灯します。 

撮影が況に応じて、露出補正ボタン回を巧しなが6、メ 
インコマンドダイヤルで補正量をセツトしまず。 



を重露出撮影時の露出補正について 


多重露出はフィルムの同ーコマ上に何度を露出を与えますので、背景や被写体 
び重なっていく場合、多重露出の回数 
に応じた露出補正を撮影前にセットす 
る必要びあります。一般的な補正量の 
目安はち表のとおりです。 


多重露出の回数 

補 IES のセット 

2回 

-1.0 

吕回 

-1 石 

4回 

-2.0 

8〜9回 

-3.0 


>実隙の補正量は条件によって蜜わりますので、テスト撮影をおすすめします。 

»背景び完全に黒<、被写体び画面内で重ならないよラな場合は、露出補正を行わ 
ず、各露出ごとに適正露出で撮影するのび基本です。 

>多重露出の隙、画面びわずかにずれることびあります。特にフイルムの最初と最 
後のコマでの撮影は、フイルムの巻をぐせびありますのでおすすめでをません。 
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多重露出撮影-っづき- 


3插図を巧め、ピントを台わせて撮影しまず。 

■シャッターボタンを押すと1回目の露光び行われます。フイルムの給送は行われず、 
2回目む降にシャッターボタンを押すとを重露出撮影となります。 

•多重露出撮影は、一回目にシャッターをきるとファインダー巧表示のを重露出マ 
ーク圓び点滅します。また、ファインダー内表示と表示パネルのフイルムカウン 
ターのカウントアップび行われず、点滅します。 

•解除する場合は、給送モードセレクトダイヤルをを重露出圓じ(外にセットしてく 
ださい。このと定、半巧しタイマーび作動中であれば、フイルムは給送されます。 
半巧しタイマーび作動中でないとさは、シャッターボタンを半巧しするとフイルム 
は給送されます。フイルムび給送されるとフイルムカウンターびカウントアップさ 
れまず。 


CSM け：通常、多重露出撮影はシャッターボタンを巧ずごとに1回シャッターがき 
れる1コマ撮影でずが、連続撮影に変更でさまず（应 P.7 白)。 
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長時間露出撮影 


■長時間露出は夜景や天体撮影など、30秒を超えるシャッタースピードで撮影し 
たい時に便利でず。シャッターボタンを巧している間、シャッターが開いたまま 
になりまずので、王脚等を使用し、カメラを安定をせてか6撮影してください。 

1 露出モードダイヤルを M (マニュアル） にセットしまず。 



•長時間露出撮影を行ラ場合は、あ5かじめ力;ラを=脚などで固定して、安定さ 
せてください。また、シャッターボタンを指で押し続ける代わりに、レ U —ズソ 
ケットにケープルレリーズ（別売り *^ P .99) を装着すると手プレを軽減させる 
ことびでをます。 

•イル S ネーター（应 P . 己 8) を使用すると、夜景や天体の撮該時、暗い所での表示 
パネルの確認び巧いやすくなります。 

メインコマンドダイヤルでシャッタースピードを buLb に 
セットし、サブコマンドダイヤルで絞0をセットしまず。 




bu L b(F^ 

。円 (1 




•露出モードを M (マニュアル）にして buib にセットした後、 bulb を解除しない 
で S (シャッター優先才ート）にセットすると、 buib 表示び点滅してシャッタ 
一はされません （》^ P . 已4)。 

•連続撮影可能時間は、新品 I 」チウム電池を使用して約己時間です。ただし、低温時 
には電池の性能び低下しますので短くなります。 


測光•露出 


插図を巧め、ピントを台わせて撮影しまず。 

•シャッターボタンを巧している間は、シャッターび開いたままとなります。 
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搬調節 w い r ルミネ-夕-につぃて 


■視度調節機能により、ファインダー內の像を見やすくできます。 



フレーム、またはファインダー内表示び最ちシャープに見える位置まで視度調節レバ 
一をスライドさせ、再度接眼目当てを取りつけます。 

•視度調節は一].8〜+日. 8 m - i (近視〜遠視）の間で可能です。また、別売りの接眼補 
助レンズは一已〜 +3 m - i の間で9種類び用意されています批 P .98)。 


D ミち意 巧度調節レバーをスライドさせる隐のごミち意 

ファインダーをのぞさなびら視度調節レバーをスライドさせる隙、目に近い位置で 
の操作となりますので、指先やつめで目を傷つけないよラに注意してください。 

■イルミネーターを点灯させると、暗い所で表示パネルの表示が確認しやす 
<なります。 



•イルミネーターボタン錢を巧すと、半巧しタイマーび作動するとともに表示パネルび 
照明されます。 

•イルミネーターは半押しタイマーの作動中は点灯し続けます。ただし、シャッターボ 
タンを半巧しするか、シャッターをきった直後には消灯します。 

CSM ；1:イルミネーターが、各ボタンの操作と同時に点灯するよラに変更でさまず 
(屈 P .77)。 
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プレビュ-ボタン/距離韓マ-クロいて 


■プレビューボタンを巧すと、カメラのファインダーをのぞいて被写巧深度 
(ピントの合ラ前をの節囲日 0) わ’、‘{崔 I 忍でさます 0 



•プレビューボタンを巧し続けると、露出モードび P (マルチプ□グラムオート )、 S (シ 
ャッター優先オート）の時は制御される絞りまで、露出モードび A (絞り優先オー 
卜 ）、 M (マニュアル）の時はセットしてある絞りまで、レンズの絞り羽根び絞り込ま 
れます。この状態でファインダーをのぞくと、その時の絞りのおおよその被写界深度 
(ピントの含ラ前後の範囲）び確認でさます。 


■距離基準マークは、カメラ巧のフィルム面の位置を示していまず。 



• 距離基準マークは撮影距離の基準となるマークで、力;ラ内のフィルム面の位置を示胃 
しています。接写などでカメラか日被写体までの距離を実測する場合、このマークび W 
基準とな0ます。 


•レンズ取り付け面（レンズマウント）か b フイルム面までの寸法（フランジバック） 

は 46.5 mm です。 
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セ J レフタイマー}最影 


■セルフタイマーは記念写真など、 撮影者 自身も一緒に写りたい時などに便 
利です。兰脚等を使用し、カメラを安定させてか5行ってください。 

1給送モード七レクトダイヤルロックボタンを巧しなが5①、給送 
I モード七レクトダイヤルをセルフタイマーむにセツトしまず@。 



•フォーカスモードびシングル AF サーボ （ AF - S ) でピントび含つていない時など、 
カメラのシャッターびをれない状態ではセルフタイマーは作動しません。 


•適正露出に影響を与える接眼部か5の逆入光を防ぐため 、 M (マニュアル）しソがの 
露出モードで撮該する場含は、シャッターボタンを巧す前に手または付属のアイピ 
ースキャップ （《^P.3) で接眼部を覆って<ださい。アイピースキャップは、接眼 
目当てを取りがし、ファインダー接眼部の上か日差し込むよラに取り付けます。 
•AF (オートフオーカス）でピントを合わせる場含は、セルフタイマーを作動させ 
る時にレンズを体で覆わないよ5に注意してください。 

橘図をミ夫め、シャツターボタンを半巧ししてピントを合わせたを、 
を6にシャツターボタンを巧し込みまず。 




•作動を開始すると、セルフタイマーランプび8秒間点滅し、さ5に2秒間点灯した 
あとにシャッターびされます（作動時間：1日砂、)。 

•解除するには、給送モードセレクトダイヤルをセルフタイマーのし:!がにセットし 
てください。 

•露出モードび M (マニュアル）で、シャッタースピードび bulb にセットされて 
いる時は、約1/8〜1/1日秒の間でシャツターびされます。 
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CSM ぶ：セルフタイマーの作動時間を 2 砂、己秒、吕〇炒のいずれかに変更できまず 
如 P .77)。 











































カスタムセツテイング 


カスタムセツテイングにより、 

カメラのさ機能の働きやセツト内容を 
撮影者自身の好みにあった状態に変更できまず。 



■カスタムセツテイングのセツト方法 


露出モード（カスタムセッティング）ダイヤルを CSM にセ 
ツトして、メインコマンドダイヤルでメニューナンパーを 
選択しまず。 



D ます。 


サブコマンドダイヤルで表示パネルに巧望ずるセツト内容 
の数字を点打をせまず。 




•希望するセット内容の数字を点灯させると、表示パネルにカスタムセッティング 
表示 mm び点灯します。この状態で露出モード（カスタムセッティング）ダイ 
ヤルを希望する露出モードにセツトすれば撮影び行えます。 


•露出モード（カスタムセッティング）ダイヤルを CSM の位置にセットしたままの 
状態では、シャッターはをれません。帝望する露出モードにセットして撮影して 
<ださい。 

■カスタムセッティングの解除方法 

露出モード（カスタムセッティング）ダイヤルを CSM にセットして、 
ツーボタンリセット (^ P .78) を行いまず。 

•カスタムセッティングはすべて解除され、初期値に戻ります。 

•カスタムセッティングのセット内容を、上記の手順 S の操作で「初期値」と表記されて 
いる数字（例： G ) にすれば、個々に機能を解除して、初期値に戻すことちでをます。 
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■メニユーナンパーとカスタムセッティングの巧客 

※巻末に r カスタムセッティジグ煤能一貴 J びありますのでごち用<ださい。 

;• フィルム傑瑞喊〇自動巻き戻し（原 P .3 1 ) 

[セット内割 G : する（初期値） 

I :しない 

通常はカメラびフィルムの終端を判断して、自動的に巻さ戻しび開始しますび、自動巻 
を戻しび行われないよラに変更できます。その場合、2つのフィルム巻き戻しボタン 
Q ごを同時に1秒じ(上巧すと巻き戻しび開始します。 

f . フィルム交換時のフィルム感度自動設定復帰知 P .38) 

[セット内容 ] G :する（初期値） 

1 : しなし、 

通常は撮影者び阳政がにフィルム感度をセットして撮影を行ってち、フィルム交換を 
行ラと阳に自動的にセットされますび、撮影者自身びセットしたフィルム感度を保持 
するよラに蜜要でをます。 

3 • 才ートブラケティング撮影時の補正順巧のを更 Pi 巨 4) 

[セット内割 0： 巧蘭 iSS の順 （ P .64 をご覧くださし。 

i :マィナス側か6プラス側へ 

通常は初期設定の順 （ i ^ P . 日 4) で撮該されますび、マイナス側からプラス側へ順番に 
撮影されるよラに変更でさます。 

‘ィ.構図用巧モ綻表示 P 万） 

[セット内容] 0：構図用格子線を表示しなし、城]期値） 

|‘ ：構図用格子線を表示する 

通常、ファインダースクリーンには、構図用格子線は表示されませんび、表示 
(应 P . 已）するぶラに変更でさます。 
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5. フォーカスエリアの照巧 P.44) 

[セット内容！ G : 被写体の明るさにより自動照明する（巧]期値） 

I :照明しない 

f :被写体の明るさによ5ず照明する 

通常、ファインダー内のフォーカスエリア（フレーム）は、フォーカスエリアセレク 
ターで選択されたフォーカスエ U アを被写体の明るさに応じて、見やすいよラに瞬間 
的に赤色に自動照明しますび、照明しない、ちしくは被写体の明るさによ日ず照明す 
るよラに変更でをます。 

5. フォーカスエリアの選択を循環方式にを更 P.44) 

[セット内容] G ： しなし、な娘則 1) 

する 

通常、 フ ォーカスエ リアセレクタ ーを 押した方向のフ ォーカスエ U アしか選択すること 
できませんび、フ ォーカスエ U アセレクターのちを押すとち方向に、左を巧すと左方向 
に、上を巧すと上ち向に、下を巧すと下方向にそれぞれフ ォーカ スエ U アを連続的に循 
環させ、選択することびできます。これによりフ ォーカスエ リアセレクターの巧す位置 
を変えることなく反対側のフ ォーカ スエ U アの選択び可能になります。 

1 . シャツターボタン半巧しによる AE □ツク批 P.60) 

[セット内容！ 0 :しない（初期値） 

1 :する 

通常は AE □ックボタン雜を押した閒こ AE □ックび行われますび、シャッターボタンを半巧し 
した閒こ AE □ックび行われるように変更できます。 

8 • 裏ぶたを閉じるとフィルムの空送りを開始 P.23) 

[セット内容] 0 :する(初期値) 

I :しなし、 

通常は、フィルムを入れて裏ぶたを閉じると自動的にフィルムび]コマ目まで空送り 
されますび、裏ぶたを閉じてシャッターボタンを巧すことで空送りされるよラに変更 
でさます。 


74 






S .S (シングル AF ヴーボ）での至近優巧ダイナミック AF (岐 P .42) 

[セット内割 G :する(至近優先ダイナミック AF • 初綱直） 

I :しない 

通常はダイナミック冉 F モード時にフ オー カスモードセレクトダイヤルを S (シングル 
冉 F サーボ）にセットすると至近優先ダイナミック AF (应 P.4 吕）となりますび、至近 
優先ダイナ S ック冉 F にな 5 ないよラに変更でをます。 


ぶ • C {コンティニユアス AF サーボ）での至近優巧タイナミック AF 

(臨 P .42) 


[セット内割 G : しなし、 ( Mi ) 

I :する（至ダイナミック AF ) 

通常はダイナミック AF モード時にフオーカスモードセレクトダイヤルを C (コンテイ 
ニユアス AF サーボ）にセットしてをき近優先ダイナミック AF (.^ P .42) にはなりま 
せんび、至近優先ダイナ S ック AF になるよラに変更でをます。 


II . AE / AF □ックポタン操作による同時□ック、単3由□ック、 

AE □ックの維持、 AF 作動の開始 R 46/60) 

[セット内容 ] G : AE • AF の同時□ック（初期値） 

I : AE □ックのみ 
f : AF □ックのみ 

3 : AE □ックの維持 

4 : AF 作動 

通常は AE / 冉 F □ックボタン颂を巧した時に冉 E □ック（露出の記憶）と AF □ック 
(フオーカス□ック）び同時に行われますび、 AE □ックのみ行われる、 AF □ックのみ 
行われる、または AE □ック状態を維持するよラに変更でさます。 「 AE □ック状態の維 
持」にセットして AE / AF □ックを斤った場合は、再度 AE / AF □ックボタン鄉を巧 
すか、シャッターをきると解除されます。 

また、オートフオーカス （ AF ) は、通常、シャッターボタンの半押しにより作動しま 
すび、 AE / AF □ックボタン鄉を巧すと冉 F び作動するように変更できますにの場 
合、シャツターボタンの半押しでは冉 F は作動しません)。 
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|んコマンドダイヤルの機能を更 P 万4〜 59) 

[セット内容！ G： しない（初期!直） 

!:する 

通常のコマンドダイヤル操作とは逆に、サブコマンドダイヤルでシャッタースピードのセ 
ット CS [シャッター優先オート]、 M [マニュアル]時)、；<インコマンドダイヤルで絞 
りのセット （A [絞り優先オート]、 M [マニュアル]時）び行えるように変更でをます。 

。.フイルム巻き戻し方法のを更批 P.3 1 ) 

[セット内容！ 0：高速巻き戻しモード成 W 直） 

•' :サイレント巻さ戻しモード 

通常の高速巻さ戻しモードより低騒音化された、サイレント巻去戻しモードに変更で 
をます。巻き戻し時間は36枚撮りフイルムを使用して、高速巻を戻しモードで約1已秒、 
サイレント巻き戻しモードで約23秒（いずれも常温、新品電池使用職となります。 

け.を重露出撮影時の撮影方法の巧ち P.66) 

[セット内容] 0 ： 1コマ撮影湖淵直） 

!: mmm 

通常、を重露出撮影時はシャッターポタンを巧すごとに1回シャッターびきれる1コマ 
撮影となりますび、連続撮影に変更でさます。 

15. 半巧しタイマーの作動時間のを更（臨 Pil 日） 

[セット内容！ y : 4秒 8 : 8秒 

£ : 6秒（巧期値）ぶ：16秒 

通常は電源スイッチを ON にした時やシャッターボタンを半押しした時の半巧しタイマ 
一の作動時間は6秒ですび、4秒、8砂、1日秒のいずれかに変更でをます（半巧しタイ 
マーを長くすると電池を消耗しますので、フイルムの撮影可能本数びみなくなります)。 

け.セルフタイマーの作動時間のを更 P.70) 

比ット內割 f : 2秒 ぶ：10秒(初期値) 

5 :已秒 が： 20秒 

通常、セルフタイマーの作動時間は1日秒ですび、2秒、己砂、20秒のいずれかに変更 
でさます。 






n • 各ボタンの操作によるイルミネーターの点灯知 P •巨目） 

[セット内割 己：しない（初期！直） 

I :する 

通常はイルミネーターボタン®を巧すとイルミネーターび点灯しますび、各ボタン 
の操作によって点灯するよラに変更でさます。 

け.内蔵 AF 補助巧の照射（降 P .4 己） 

[セット内容 ] G :する（初期値） 

I :しなし、 

通常、内蔵 AF 補助光の発光条件び満たされた場合（应 P .4 已）は、シャッターボタン 
を半巧しすると自動的に内蔵 AF 補助光を照射し、被写体を照らして才ートフオーカス 
でのピント含わせを行いますび、内蔵 AF 補助光を照射しないよ5に変更でをます（た 
だし、オートフオーカスでのピント合わせびでをなくなる場合びあります)。 

け.コマ間データ写し这み時のフィルム感度のセット （FSOS のみ陪 P.96) 

[セット内容] 0 :自動設定（巧期値） 3 : IS 0100 

.* : IS 02 已 JiTF y : ISO 12 已〜 200 

f : IS 03 吕〜 80 5 : IS 02 己 OliLb 

通常は F 8 日 S でコマ間データの写し込みを行ラと、装てんされているフィルムの感度 
に合わせて自動的に写し込み感度を設定しますび、撮影者自身び意図的に写し込み感 
度を設定するよラに変更でさます。なお、この機能のメニューナンバーの1剖ま、コマ 
間データ写し込みにセットしたとさのみ表示されます。 

•標準の濃さで写し込みたい場合は、自動設定（日）または使用するフィルムの感度に合 
わせて < ださい。 

•写し込みを濃くしたい場合は、使用しているフィルムより低い感度に、写し込みを薄 
くしたい場合は、使用しているフィルムより高い感度に設定してください。 

•特殊フィルムを使用する場合や増感、減感する場合には、あらかじめテスト撮影を行 P 
ラことをおすすめします。 影 
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[ ツーボタンソセッ 



■ツーボタンリセットにより、簡単に各機能の働きやカメラ各部のセット状 
態を初期状態に戻すことができます。 

才ート ブラケティングボタン ea と、 露出 巧正 ボタン 回 を同時に2がな 

上 J 甲し続けまず（それぞれのボタンのおにグ U — ジの•が表示されていまず )0 


•露出モードダイヤルを P 、 S 、 A 、 M のいずれかにセットして、ツーボタン U セットを行 
ラと一瞬表示び消灯して、鲁機能の働を-セツト状態は次のよラになります。 




機能 

状態 

フオーカスエリア 

峽 

プログラムシフト 

(解除） 

露出捕正 

懈除） 

AE □ック 

解除） 

才ートブラケティング 

懈除） 

シンク□モード 

シンク □ 

調光辅正 

(解除） 


•カスタムセッティングび斤ねれている場合は、露出モード（カスタムセッティング） 
ダイヤルを CSM にセットして、ツーボタン U セットを行ラと一瞬表示び消灯して、力 
スタムセッティングびすべて解除され初期値 （屈 P .73 〜 77) に戻り、表示パネルか 
5 カスタムセッティング表示田 M び消灯します （应 P .73)。 
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スピードライト撮影 


内蔵スピードライトや 
別売りスピードライトを装着ずれば 
マルチエリア BL 調光や已つのシンク□モードなど 
を彩なスピードライト撮穀が行えまず。 



嘛スピ-けィ ®/ レデけィ h / m サり-シ 1- 


■内蔵スピードライトについて 

このカメラは2 吕 mm レンズの画角をカバーする、ガイドナンバー12 (に日]日日- m ) の 
スピードライトを内蔵しており、 3 D スルチ BL 調光やマルチ BL 調光による自然な感じのス 
ピードライト写真び撮影できます。暗いところではをちろん、昼間の屋外撮該などでち、 
逆光の堤合や主要被写体の陰影を弱めたいとさ、人物の目にキャッチライトを入れたいと 
をなどに、補助光としてちご使巧でさます。また、通常のスピードライト撮影の先幕シン 
ク□に加え、ス□-シンク□、後幕シンク□、赤目軽減、赤目軽減ス □- シンク□と己つの 
シンク□モードを備えています。 

•内蔵スピードライトの調光方法は下記を、シンク□モードについては P .82 を、撮影方法 
は P .84 をご覧ください。別売りスピードライトについては P .88 をご覧ください。 


■内蔵スピードライトを使用すると、装着レンズによって次のような撮影が行えます。 


装着するレンズ 

可能なスピードライト撮影 

D タイプまたは G タイプニッコールレンズ 

3□スルチ巨 L 調光み1(距離情報-モニター発光糾あり） 

D タイプおよび G タイプむ列■の CPU 内蔵 
ニッコールレンズ ( F 3 AF 巧を隙く） 

マルチ BL 調光※1(モニター発光※2あり） 

CPU 内蔵 ニッ コール凹がのレンズ 

TTL 調光※3 


露出モードを M にセツトするか、測光モードをスポツト測光にセツトすると TTL 調光となります。 
《2モニター発光を解除する場合は、露出モードを M にするか、測光モードをスポット測光にしてく 


ださい。 

TTL 調光時はモニター発光が行われません。 

[3D スルチ BL 調巧] 

D タイプまたは白タイプニッコールレンズ装着時に可能です。測光情報をもとに主要被 
写体と背景光のバランスを考慮した巨 L (バランス）調光を行います。 

シャッターボタンを押すと、スピードライトび本発光直前にモニター発光を行い、被写 
体か b 戻ってくる反射光を力;ラ巧の TTL 自動調光用已分割センサーび瞬時に測光しま 
す。さ5に、レンズか日得日れた被写体までの距離情報を加昧して、調光領域と調光レ 
ベルを総合的に決定します。 

画面内に極端に反射率の高いをのびある、背景び大去く抜けているような撮影状況でを、 
を要被写体と背景の明るさをバランスよくコント□ールしたスピードライト撮影び行え 
ます。 

•内蔵スピードライトを使用時は、カメラの露出モードは M し^がに、測光モードはスポッ 


卜測光じ(州こセツトして<ださし、 
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[マルチ BL 調が] 

□タイプおよび白タイプ政がの CPU 内蔵 ニッ コールレンズを装着すると、3□-マルチ巨 L 
調光のレンズか!5の距離情報び省略された、マルチ巨1_調光になります。 

• 内蔵スピードライトを使用時は、カメラの露出モードは M し U がに、測光モードはスポ 
ット測光じ(夕りこセットしてください。 

I 3 D - マルチ BL 調光とマルチ BL 調光を総称してマルチエリア目 L 調光と呼びまず。 j 

[ TTL 調光] 

CPU 内蔵ニッ]-ルしソ外のレンズ装着時には自動的に TTL 調光となります（露出モード 
び M のときのみ使用できます屈 P . 已8)。また、 CPU 内蔵 ニッ コールレンズ装着時にを、 
内蔵スピードライト使用時に力;ラの露出モードを M にセットするか、測光モードをス 
ポット測光にセットすると、自動的に TTL 調光となります。背景の明るさは考慮されず、 
主要被写体び適正露出となるよラに調光されます。主要被写体を強調する場合や、調光 
補正を行ラ時に適しています。なお、 TTL 調光ではモニター発光は行いません。 

■レディライト 


•円図 


• 内蔵スピードライトや別売りスピードライト S 巨-80日- 80 DX -日日 DX • 3日- 
28/28 DX ■ 27 ■ 2日- 2己 ■ 24 ■ 23 - 22 S などを使用している場合に、充電び完了 
して撮影び可能な状態になると、ファインダー巧表示のレディライト4び点巧して巧 
日せます。 

• 内蔵スピードライト使用時や、別売りスピードライトを TTL または外部自動調光モード 
にセットして使用している時、シャッターを去った後にレディライト4び約3秒間点滅 
した場合は、スピードライトびフル発光して露出不足の可能性びあることを警告してい 
ます。撮該距離、絞り、調光範囲などを再度確認して、撮該し直してください。 


■アクセサリーシュー 



• 月 IJ 売りスピードライト SB -8 日0 • 80 DX • 曰 0 DX • 3日- 28/28 DX • 27 • 26 - 
2已 ■ 24 ■ 23 - 22 S などを使用する場合は、アクセサリーシューに差し込むだけで 
コードレスで接続でをます。 ス 

•この力方ラのアクセサリーシューはセーフテイ□ック機構（□ック巧）を備えています 卜 
ので、セーフテイ□ックピン付きの別売りスピードライト （ S 巨-8日日- 80 DX ■ 3日- K 
28/28 DX ■ 27 ■ 26 ■ 2己- 22 S など）を取り付けると、スピードライトび不用意にミ 
がれるのを防止でさます。 卜 
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シンク□モードの種類と特徴 


■已つのシンク□モードの中か5、撮影目のや撮影意図にをねはて希望する 
シンク□モードが選べます。 

シンク□モードボタン〇をがしなび百、メインコマンドダイヤルでシン 
ク□モードをセットします。 



■シンク□モードの特長は次のとおりです。 


□ 



:巧幕シンク□モード （通常のシンク□モード) 

通常のスピードライト撮影時にはこのモードに 
セットします。露出モードを P または A にセ 
ットしてスピードライト撮影を行うと、力方ラ 
び適正露出になるようシャッタースピードを 
1/巨日〜1/12己秒に自動的にセットします 
刷売りスピードライト SB -2 巨 • 2已- 24使巧 
時はスピードライト側のシンク□セレクターで 


セツトします)。 


g :ス□-シンク□モード 

露出モードを P または A にセットしてスピー 
ドライト撮影を行ラと、通常はシャッタース 
ピードび]/6日〜]/12日秒に自動的にセッ 
卜されますび、このモードでは、背景の露出 
を考慮してシャッタースピードび最長3日砂、ま 
で延長されます。これにより、背景を描写し 
なびらスピードライトを発光させ、夕景や夜 
景の雰囲気を生かした撮影び行えます。 
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□ :後幕シンク□モード 

シャッター後幕の走行開始（シャッターび開 
じる）直前にスピードライトを発光させます。 

動く被写体をスピードライト撮影する場合に、 

その被写体の動をを想傲させる光の流れなど 
を被写体の後方に自然な形で表現でさます。 

露出モードを P または A にセットすると、ス 
□ーシンク□モードを自動的にセットされま 
す（別売りスピードライト S 巨-2日 -25-24 
使用時はスピードライト側のシンク□セレクターでセットします)。 

□:赤目軽減モード 

スピードライトび発光する前に約1秒間ランプ 
プリ照射を行い、暗い所で人物の目び赤<写る 
のを軽減することびでさます（赤目軽減発光機 
能付の別売りスピードライト S 巨-8日0使用時 
は SB - S 日0びモニター発光を行い、 SB - 
80 DX -已 ODX ■ 28/28 DX ■ 27 - 26使用 
時は、スピードライト側の赤目軽減ランプび発 
光します)。 

國：赤目軽減ス□ーシンク□モード 

赤目軽減モードとス□ーシンク□モードび同時にセットされます。露出モードは P ま 
たは A にセットしてください（別売りスピードライト S 巨-8日日使用時は S 巨-80日びモ 
二夕一発光を;子し、、 SB -80 DX -已日 DX ■ 28/28 DX - 27 - 26使用時は、スピード 
ライト側の赤目軽減ランプび発光します)。 


njm 各 シンク □モー ドごとのごを意 

•赤目軽減モードと赤目軽減ス□ーシンク□モード時には、シャッターボタンを巧し込 
んでから約1秒間ランププ U 照射を行った後にシャッターびきれてスピードライトび発 
光しますので、シャッターびされるまで、カメラや被写体の人物び動かないよラにミ主 
意してください（シャッターチャンスを優先ずるよラな撮影にはおすすめでをません)。 

•装着するレンズの種類により赤目軽減ランプの光びケラレ、画面内の人物の位置によ 
っては赤目軽減効果びそこなわれることびあります。 

• 赤目軽減ス□-シンク□モードとス□ーシンク□モード時にはシャッタースピードび 
遅くなりますので、手ブレに注意してください（兰脚等を使用し、カメラを安定させ 
てか5撮影してください)。 

• スタジオ用大型スト□ボでは正しい同調び斤えないため、後幕シンク□モードは使用 
でをません。 
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内蔵スピ-ドライトを使用した撮影 


■ここでは内蔵スピードライトを使用し、カメラに D タイプまたは G タイプ 
AF ニッコールレンズを装着して巧う撮影の方法をご説明します。 


測光モードをセットしまず。 

•スポット測光政外にセツトしてくださし V 


スピードライトロックおおボタンを}甲してスピードライトを上げ、シン 
ク□モードボタン〇を}甲しなび5、シンク□モードをセツトしまず。 



• スピードライトの充電び完了するとファインダー内表示にレディライトび4び点 
灯します（半巧しタイマー作動中)。 


• スピードライトを収納するとをは、カチッと音びするまで手で軽く巧し下げます 
(使用しないとさは電池の消耗を防ぐため、常に収納状態にしてください)。 


露出モードをセットし、シャッタースピードと絞0を確認します。 

•マルチプ□グラムオート、シャッター優先オート、絞り優先オートにセットした 
場合は3□-マルチ巨1_調光、マニュアルにセットした場合は TTL 調光になります。 

•露出モードごとに、セツト可能なシャッタースピードと絞りは下表のとおりです。 


露出モード 

セット巧能な 
シャッタースピード 

セット可能な絞り 

参照ページ 

マルチプ□グラムオート 

カメラび自動的に※1 

1/12己秒〜1/60秒にセット 

カメラび自動的にセット 

应= P .52 

シッター優先オート 

]/12已抄〜30砂※吕 


心 P .54 

絞り優先ォート 

カメラび自動的に※] 
1/]2已趕>〜]/己0串少1こ七ツト 

任意の絞〇※3 

腔= P .56 

マニュアル 

]/12已砂〜30秒《2、 
buib (バルブ） 

庭= P . 己8 


:ス□-シンク□モード、後幕シンク□モード、赤目軽減ス □- シンク□モード選択時は、 
シトッタースピードび最長30抄まで延長されます。 

:1/12己秒より高速のシャッタースピードにセットしてある場合は、内蔵スピードライト 
を上げると（別売りスピードライトの場合はスピードライトの電源を ON にすると）、自 
動的に同調シトッタースピードの1/12已抄にセットされます。この場合、ファィンダー 
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内表示には 12 己び点なし、表示バネルにはセットしたシャッタースピードび点滅します。 
《3 :調光範囲は使用フィルムのに0感度と絞りによってままります。絞り優先オートまたは 
マニュアル時の絞りのセットは、下表の調光嚴囲を考慮して行って<ださい。 

插回を巧めピントを合わせ、ファインダー巧表示にレディライトちび点灯 
していることを巧話し、調光轟旧を考慮して撮該します。 



•レディライト4び点灯しないとシャッターはされません。 

•シャッターををった後レディライト4び約3砂間点滅した場合は、スピードライ 
卜びフル発光して露出不足の可能性びあることを警告しています。撮影距離、絞 
り、調光範囲などを再度確認して、撮影し直してください。 

• 被写体び暗い場含は、自動的に AF 捕助光を照射してピントを合わせを行います。 
詳細については P .4 日をご覧ください。 

• 露出モードびマルチプ□グラムオートのとをは、カメラび自動設定する開放側の 
限界絞り値は使用するフィルム感度により異なります。 P .89 をご覧ください。 
•スピードライト撮影時は、フィルム給送モードび 马1 (連続巻を上げ）にセットさ 
れていてち、連続撮影にはなりません。 

•内蔵スピードライト充電中は、 VR レンズのシャッターボタン半押し中の手ブレ補 
正を行いません。 

■内蔵スピードライトの調光節囲（光の届く範囲）について 
スピードライトは使用ずるフィルムの旧0感度と絞りによって調光轟囲（光の届く節 
囲）び異なりまず。下表を参考にしてください。 



•スピードライト光の届く距離は、ガイドナンバー（このカメラの内蔵スピードライト 
の場合は] 2) -セットした絞りによっても、割り出すことびできます。 
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内蔵スピ-ドライトじ賴可能なレンズに〇いて 


■内蔵スピードライトに使用可能なレンズについて 

内蔵 スピード ライトには 28 mm か52 日日 mm までの単焦点 CPU 内蔵ニッ コール レンズ 
および 冉 F ED 3 日日 f /4 と AF-S ED 3 日日 f /4 び使用できます。また、下表のレンズではス 
ピー ドラ イト 光びレンズで さえ ざ5 れ て、写真の一部に影びできる（ケラレ）ことびあり 
ます。ケラレなく撮影でさる焦点距離や撮影距離に気をつけて撮影をしてく ださい。 


U ま意巧愚スピー ドラ イト巧用時の ごミち意_ 

• レンズフードは取り外して使用してください。 

• 撮影距離日.日 m 未満では使用でさません。 

• マク□付さズームレンズはマク□領域では使用でをません。 

• ケラレび発生しやすい近距離でのスピードライト撮影では、別売りスピードライトの 
使用をおすすめします。 

• 一般的なカラープリントでは、フイルムの周辺びカツトされるため U バーサルフイル 
ム使用時に比べてケラレび減少、します。 


制限のある AF レンズ 

ケラレな < 撮影でをる焦点距離および撮影距離 

AF-S ED 17〜3己 mm f/2.8 

焦点距離 35mm 時（撮影距離1.日 roLU 上） 

冉 F ] a 〜3己 mm f/3 .已〜4.己 

焦点距離 28mnU ソ上に 8mm 時は撮影距離] mJiU) 

AF 20〜3己 mm f/2.8 

焦点距離 28mmiU 上 （28mm 時は撮影距離 2m が上、 
3已 mm 時は撮影距離0.7 m しソ上） 

冉 F 24〜8己 mm f/2.8 〜4 

焦点距離吕 8mm 拟上に 8mm 時は撮影距離] m 切上） 

AF-S ED24 〜8己 mm f/3 .己〜4.已 G 

焦点距離 28mmL ソ上 

AF-S VR ED24 〜] 20mm f/3 .己〜已 .6G 

焦点距離上に 8 mm 時は撮影距離 2mL ん t) 

冉 F 24〜1 20mm f/3 .已〜己.巨 

焦点距離吕 8mm な上に Smm 時は撮影距離0.8 m 政上） 

AF-S ED28 〜 70mm f/2.8 

焦点距離日 OmmL ソ上（己 0mm 時は撮影距離0.8 m 政上） 

AF 28〜8己 mm f/3 .已〜4.己 

焦点距離 28mm 時は撮影距離 

AF 28〜] 00 mm f/3 .已〜己.巨 G 

焦点距離 28mm 時は撮影距離1 m 政上 

AF 3己〜 70mm f/2.8 

焦点距離3已 mm 時は撮影距離0.8 m LU 上 

冉 F マイク n ED70 〜] SOmm f/4 .已〜己.6 

焦点距離 70mm 時は撮影距離0.7 m LU 上 

AF-S VR ED2 日〇〜400 mm f/4G 

焦点距離200 mm 時は撮影距離 3m け上、 250-300 
mm 時は撮影距離2.己 m け上 


※内蔵スピードライト撮影時に使用できる CPU 内蔵 ニッ コール切外のレンズは、200 mmf/2 レンズを 
除く、焦点距離び 28mm から200 mm までの ニッ コール （Ai-S.Ai. 改造 Ai)、 ニコンレンスシリーズ 
E び使用でさます。但し切下のレンズは使用に制限びあります。 

■ Ai-s . Ai 2己-己 0mm f/4 (焦点距離 40mmiU 上 [40 mm 時は撮影距離0.8 mUI 上]) 

- Ai-S 28-8 已 mm f/3 .己-4.己（焦点距離3己 mm な上） 

• Ai 3己- 70mm f/3 .己（焦点距離3已 mm 時は撮影距離] miU 上） 

• Ai 28-4 已 mm f/4 .己（焦点距離 28mm 時は撮影距離1 ml； (上） 

- A 啟己 0-300mm f/4.5 (焦点距離200 mm が上） 

- Ai-S - Ai 己 0-30 日 mm f/4.5 (焦点距離13己 mm が上） 

- Ai-S 80-2 日 0mm f/2.8 (焦点距離] 0己 mm け上） 

- A 啟8已 -2 已 0mm f/4 (焦点距離] 3己 mm な上） 
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調光補正 


■調光補正とは、スピードライトとカメラび行ラ適正な調光を意図のに変え 
ることをいいます。たとえば、発光量をよりをくして主要被写体を一段と 
明るく照5したいとき、あるいは発光量をよりかなくして、主要被写体に 
光が強く当たり過ぎないようにしたいときに使用します。 


調が補正ポタン画を巧しなび5、メインコマンドタイヤルで補正量 
(1/2 段ステップで+1段〜一3段）をセットしまず。 



•補正量をセットすると、表示パネルとファインダー内表示に調光補正マーク腰び 
点灯します。補正量の確認は調光補正ボタンを押すだけで斤えます。 

•補正の目安としては、被写体（たとえば人物など）に巧して、背景び明るい場合 
は+側に、背景び暗い場合は一側に補正するのび基本です。 

スピードライト□ック解除ボタンを巧してスピードライトを上げ、シ 
ンク□モードと露出モードをセットしまず。 

插回を巧めピントを合わせ、ファインダー巧表示にレディライト4び点な 
していることを巧認し、調光轟旧をち慮して撮該します。 

•調光補正を解除する場含は、調光補正ボタン£©を巧しなび日、；><インコマンド 
ダイヤルで補正量を日.日にセットするか、ツーボタンリセット（屈 P .78) を行つ 
てくださし、 (電源スイッチを日 FF にしてち解除されません)。 




























使用可能な別売りスピ-ドライトじついて^= 


■このカメラには、巧の別売りスピードライトが使用できます。装着レンズ 
欄の の は D タイプまたは G タイプ ニッコール レンズ （ DX および IX ニッコールを除 
く)、@は0タイプおよび G タイプ LU 外の CPU 巧 蔵 ニッコール レンズ、感は 
CPU 内蔵 ニッコール (がのレンズをおします。 



:カメラ側でセットした場合、使用可能です。 

《2 :測光モードをスポット測光にセットすると、モニター発光び行むれません。 

《3 :測光モードをスポット測光 J ； (がにセットしてください。 

《4 ;測光モードをスポット測光にセットすると、 TTL 調光となります。 

※己：ワイヤレススレープセレクターを D にセットした場合、カメラのシャッタースピードは自動的に1/90がより 
あ速側に切り換わ D ます。 

《6 : SB -29 S /29 • 21 B 使用時の才ートフォーカス撮影は、 AF マイク □ (6 日 mm • 10已 mm • 200 mm • 70〜 
180 mm ) レンス装着時のみ巧能です。 

※フ；露出モードは M (マニュアル）しソがに、測光亡ードはスポット測光しソがにセットしてください。 

《8:露出モードを M (マニュアル)、または測光モードをスポット測光にセットすると、 TTL 調光となります。 

《9 : SB -11- 14,140を使用して、 TTL 亡ードを使巧する場合は、接続に TTL 調光コード SC -23 び必要です。 A モー 
ド、 または M モードを使用する場合は、 SB -11- 14には SC -13 に SU -2 を併用し、 SB -140 には SC -1 3に SU - 
3を併用して、それぞれ接続します。 SB -1 1’14,14日とを、 SC -1 1か SC -1 已を使用して接続することもでき 
ますび、この場合はカメラのファインダー内表示のレディライトは使用できません。 また' シャッタースピード 
の自動切り換えち行われません。 

《10: SB -1 4日使用時の紫が線は、 SB -1 4日び M モード時のみ可能です（ホが線撮影は行えません)。 
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■別売りスピードライト使用時のま意 

•詳細はご使用になる各スピードライトの使用説明書をご覧ください。 

TTL モードび可能な別売りスピードライトの使用説明書に力;ラ分類表び記載されている 
場合は 、 A グループ カメラに該当する箇所をお読みください。 

• スピードライト使用時の同調シャッタースピードは1/ I 2 已秒 LU 下のお速シャッタースピー 
ドです。 

• TTL モード時のフィルム感度連動範囲は旧02己〜100日です。 

• SB -2 日. 2己. 24使用時、シンク□モードの設定はスピードライト側の設定び優先されま 
す（カメラ側の設定は無効となります)。 

•カメラのシンク□モードを r 赤目軽減発光」または r 赤目軽減ス□-シンク□」にセットし、 
赤目軽減発光機能を持つ別売りスピードライトを使用すると、別売りスピードライト側の赤 
目軽減ランプび発光します （ S 目-8日0の場合は S 巨-8日0びモニター発光を行います)。 

•フ オーカ スモードび AF - S で AF ニッコール レンズを装着し、被写体び暗く、フ オーカ スエ 
リアび中央に選択された状態か、または至近優先ダイナミック AF 時しががま、アクティブ補 
助光を備えた別売りスピードライトを使用した場合でちアクティブ補助光は点灯しません。 

•パワーブラケット SK - 日と 3巨-24 の組み合わせでは、スピードライト側のアクティブ補助 
光ち、力六ラ側の AF 補助光ち発光しません。 

•露出モードび P (マルチプ□グラムオート）の時、カメラび自動設定する開放側の限界絞り 
は、使用するフイルム感度によって下表のよラに制御されます。 


フイルム感度（に〇) 

2已 

已〇 

100 

200 

400 

召00 

1000 

開放側の限巧絞り（内蔵スピードライト） 

2 

2.4 

2.8 

3.3 

4 

4.8 

- 

開放側の限巧絞り（別売りスピードライト） 

2.8 

3.3 

4 

4.8 

已 .6 

己.7 

6.7 


※フィルム感度1段に巧し、絞りは1/2段変化します。 また' フィルム感度び表の中間 i 匡の場合ち、上下のフィル 
ム感度から比例的に変化します。なお、制御される絞りよ0を開放絞りび暗い場合は、装着レンズの開放絞り 
によって制御ご〇ます。 


♦シンク□ターミナルを必要とする際には、ホットシューアダプター AS -1 已（別売り）をご 
使用ください。 

•スピードライトの調光補正時はファインダー内表示に露出補正マーク腰び点灯しますび、 
補正値は表示されません。 

♦露出モードを P (マルチプ□グラムオート）にセットし、別売りスピードライトを TTL モー 
ドし:>(外にセットしてスピードライト撮影を行ラと、表示パネルに 巧 E び、ファインダー内表 
示に 巧 E と P び点滅して、シャッターびされません。露出モードを P 切外にセットするか、 
別売りスピードライトを TTL モードにセットしてください。 

• SB -800 - 80 DX • 已日 DX • 28/2呂 DX ■ 27 • 2巨- 2己を使用時にモニター発光を解除 
する場含は、測光モードをスポット測光にセットしてください。 

• SB - 已日 DX と内蔵スピードライトを組み含わせて使用すると、2灯発光および吕な発光によ 
るバウンス撮影び巧能です。 


〇;王意他巧製のスピードライトについて_ 

他社製のスピードライト（カメラの X 接点に2百 0 V じ(上の電圧びかかるちのや、ア 
クセサ U —シュー部の接点をショートさせてしまラちの）を使用しないでください。 
カメラの正常な機能び発揮でさないだけでなく、カメラおよびスピードライトのシ 
ンク□回路を破損することびあります。 


スビ—ドライト 
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コラム：被写界深度.予;11駆動フォーカス 

ここでは、ピントと被写界深度の関係や予測駆動フォーカスについての基 
礎知識をご説明します。 

被写巧深度 

一点にピントを合わせると、その前後にちピントの含ラ範囲びあります。このピン 
卜の合ラ範囲を被写巧深度といい、撮影距離、レンズの焦点距離、絞りなどによつ 
て変化します。 

特にレンズの絞りは、絞る（大さい数値にする）とピントの合ラ範囲び前後に広くな 
り、これを被写巧な度がないといいます。逆にレンズの絞りを開く（ルさい数値にす 
る）とピントの合ラ範囲び前縷に狭くなり、これを被写巧深度が浅いといいます。 
また、他の条件び同じであれば、撮影距離び近いほど、あるいはレンズの焦点距離 
び長いほど被写巧深度び浅くなり、撮影距離び遠いほど、あるいはレンズの焦点距 
離び短いほど被写巧深度び深くなります。さらに、被写巧深度はピントを合わせた] 
点の手前に浅く、奥に深くなります。被写巧深度と絞り、レンズの焦点距離、撮該距 
離の関係は表にすると政下のよラになります。 


巧写巧深度 

絞り 

レンズの焦点距離 

撮影距離 

被写巧深度び深い 

絞る 

(大さい数値） 

短い（広角レンズ） 

遠い 






被写巧深度び浅い 

開< 

(ルさい数値） 

長い（望遠レンズ） 

近い 


モ測駆動フオーカスにごいて 


フオーカスモードセレクトダイヤルを S (シングル AF サーボ）または C (コンティニ 
ユアス AF サーボ）にセットして、シャッターボタンを半巧しまたは AE / AF □ックボ 
タン CCSM 11 により 「 AF 作動の開始」設定時）を巧し続けてピント合わせを行っ 
ている時、動いている被写体を力^ラび認識すると、この力^ラは自動的に予測駆動 
フオーカスに切り換わります。予測駆動フオーカス作動時は、被写体び力^ラに向か 
って近づいてくる場合や、遠ざかっていく場合に、シャッターびきれる時点での被写 
体の到達位置を予測しなび5ピントを追い続けます。 

S (シングル AF サーボ）の場合は、初めから動いている被写体には予測駆動フオーカ 
スび作動し、被写体び静止した時点で、ピントび□ックされます 。 C (コンティニユ 
アス AF サーボ）の場合は途中から動を出した被写体に対してを予測駆動フオーカス 
に切り換わり、被写体び静止してもピントび□ックされることはありません。 
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データ バック編 


データ/ (ツクにより写真に日付や時刻、 
フイルムのコマの間に撮影データ （ F 80 S のみ）を 
写し込むことびできまず。 



日付と時刻の合わせ方、写し込み U ： ついて 


■ FS 0 D / F 80 S は、撮影時に「年月日」•「日時分 (24 時間制)」- 
「月日年」-「日月年」のいずれかを写し込むことが可能です（どの露 
出モードでち写し込みは巧えます)。 


データ 表示窓 データ 表示窓 



■日付と日該 ij の台ねせち（例： 2000¢4月21日1却乾 C かにセットする場合。こ 
こでは F 80 D で説明していますが、 F 80 S ち同様の操作となります)。 

1 MODE ボタンを巧して曰付表巧モードにしまず。 



■ MODE ボタンを巧すごとに政下のよラに切り撰わります。 

年•月•日 日.時.分写し込みなし 

r lsm - Tl 0.05 

日•巧•年 月•日•年 

I ——圧画-丘^ I 

•日付の修正は、「曰時分」では行えません。「年月日」「月日年」「日月年」の 
いずれかで行ってください。 
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SELECT ボタンを巧して r 年 J の数値を点滅をせまず。 




• SELECT ボタンを押すごとに「年」 r 月」「日」の順に点滅している数値び移動し 
ます。「」マークは「年」の表示（西暦の下2ケタ）を示し、 「 M 」 マークは「月」 
を示します （ RVU マークは写真には写し込まれません)。 


ADJUST ボタンを巧して r 年 J の数値を rcoj にさわせまず。 



ジ 


端' 

が 


■冉 D 」 UST ボタンを押すごとに「年」の数値は政下のよラに表示されます（西暦 
1998〜2049年)。 

广38 - 3弓一日日-日 i - … - 48- 巧一! 


■冉 D 」 UST ボタンを]秒し:!上押し続けると、早送り修正び可能になります。 

操作手順の2と3を参考に r 月 J r 曰 J をセットし、 SELECT ボ 
タンを巧して「年 J r 月 J r 曰 J の数値を点なさせまず。 



• r 年」旧」「日」の数値の点滅び止まるまで SELECT ポタンを押します。この操 
作で「一」（写し込み）マークび点灯すれば曰付の修正は完了です。 
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日がと日劍の合ねせち、写し込みについて -っづき- 


MODE ボタンを押して旧 J r 時 J r 分 J の数値を点灯させまず。 



SELECT ボタンを巧して r 時 J の数植を点滅をせまず。 



■ SELECT ボタンを巧すごとに「時」 r 分」「：（コロン)」の順に点滅している数値 
び移動します。 


7 


ADJUST ボタンを巧してけがの数値を r : SJ にさねせます。 


の ssa SELECT ADJUST 


□ 


〇 Q ) 


ジ 



操作手順の 6 と 7 を参割こ「巧 J をセットし、 SELECT ボタンを 
2回巧して r 時 J r 巧 J の巧値を点なさせまず。 



ジ 


.? I is：m 


• SELECT ボタンを1回巧すと「：」の点滅になり、さらにをう]回押して「：」と r — 」 
び点打すれば時刻の修正は完了です。 
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•時刻を正確に合わせたい場合、「曰」「時」「分」び点灯し「：」び点滅していると 
きに ADJUST ボタンを巧すと、秒は日日秒か5スタートします（ただし砂の表示 
は行われません)。 

例：] 3時00分日日秒にセットする場合 

時刻の表示を] 3 :日日にセットし、「；」を点滅状態にしておを、実際の時刻び 
13時0日分日日秒になると同時に冉日」 UST ボタンを巧すと、] 3時0日分日日砂か5 
時計びスタートします。 

■ カメラの電池はデート機能の電源ち兼ねています。 電池を交懊する場合は、約]已 
分し U 内に電池を交換すれば交換前の曰付と時刻は記憶されますび、電池をおいた 
状態び約1日分しソ上続をますと、日付と時刻はリセットされます。リセットされた 
場合は、曰付と時刻を合わせ直してください。 

■日付と日骇リの写し込み方法 

MODE ボタンを巧して写し込む曰付 • 時刻を表示をせ、撮影しまず。 



ジ 


卜广,广,1 

し, 5", 

1しり J 

•し|| 


•データ表示窓に表示されてし％データび写し込まれます。悟し込みなし」の 

を表示させると写し込みは行われません。なお、データ写し込みのフイルム感度連動範 
囲は IS 033 〜32日日です。 

•フイルムび入った状態では、シャツターびきれると同時に「一」（写し込み）マーク 
び約3〜3秒間点滅して写し込みび行われたことを知5せます。 


国 巧日付と B 廚 JCD 写し込み 位置に ついて 

曰付と時刻は、フイルム上の図の位置1し写し込まれま 
す。この位置に白、オレンジ、黄色等の明るいちのび 
あると、写し込まれたデータび判読しにくくなること 
びありますので注意して < ださい。 

V 
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J 顧げ-夕の写し込みじついて （F80S のみ) 


■ F 80 S は、撮該時に「シャツタースピード」- r 絞り値」-「露出補正値 
(セツトした露出補正値)」の3つの撮該データをフィルムのコマの間に写 
し込むことが可能です（どの露出モードでち写し込みは巧えます)。 

コマ聞データ写し込みダイヤルをスライドさせて、コマ聞データ写し 
込みにセットしまず。 



•この状態で撮影を行うと、フィルムのコマの間にファインダー内に表示された「シャッ 
夕ースピード」■ファインダー内に表示された r 絞り値 J ■撮影者びセットした「露出 
補正値 J の3つの撮影データび写し込まれます。オートブラケティング撮影時にセット 
された補正ステップは写し込まれません。また、写し込まれる露出補正値に補正ステッ 
プは加算されません。 

• CPU 内蔵ニッ]-ル政外®レンス装着時の憾り個の写し込みは f -- となります。 

•] マ間データ写し込みのフィルム感廣聲 S 範囲は、1302已〜3200です。 

• 現傲処理作業の段階でホルダー収納のためフィルムを裁断する隙、 フィルムのコ 
マの間に写し込まれたデータや、場合によっては撮影画面び切断されてしまラこ 

とがあります。 このようなことを脯けるために現傲をご化頼の際は、コマ間デー 
夕や撮影画面び切断されなし 巻をなどのな几置を事前に指示して < ださい。 

• コマ間データ写し込みをセットした場合、フィルム給送モードを連続巻き上げにセット 
しても、巻き上げ速度び遅くなる場合びあります。なお、巻き上げ速度び遅くなる条件 
はフイルム感度と温度に依存し、フイルム感度び低し、ほど、また、温度びほいほど巻き 
上け速度び遅くなるようになってし、ます。 

•] マ間データ写し込み口ま液晶对朗してし、ます。液晶の応智性の関僻と、データ M 
り換わりと撮影動作び重複した場合には、切り換わる前のデータび写し込まれたり、デ 
-夕がこ重に写し込まれることびありますので、特に連続的に撮影を巧う場を口ま、デ 
-夕の切り換わりを確認してか b 撮影してください。こ邸藏は液晶の性質上、特に低 
温時に発生しますので、ご注意くださし、また、被写体の輝度び変化しているとき、シ 
ャッタースピードま/■こは絞り値び切り撰ねっているときには、正しし、写し込みび行われ 
なしにとびあります。 

CSM 巧：コマ間データ写し込みを行うと、装てんされているフィルムの感度に合わせ 
て自動的に写し込み感度を設定して、写し込みを巧いますが、撮影者自身 
が意図的に写し込み感度を設定できるよラに変更できまず （ CSM 巧は、コ 
マ間データ写し込みをセツトしたときのみ表示されまず陣 P .77)。 
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資料編 


別売りアクセサリー、 
カメラと電池の取り扱いについて、 
仕様、索引などび書かれていまず。 



別売りアクセサリーについて 


■このカメラにはバッテリーパック、スピードライトなど、撮影領域を拡げ 
る様々なアクセサリーが用意されています。 

•バッテリーパック MB -16 

• F 80 D / F 8 日 S に装着すると、単3形電池（アルカリ、リチウム、ニカド、ニッケル 
水素）各4本び使用でさます。特に単3型 U チウム電池を使用すると、撮影可能フィ 
ルム本数び増すととちに、低温時でを安定した性能び得5れまず（ただし M 巨-1巨を 
装着してち連続撮影時のフィルム巻き上げ速度は力;>< ラ単体の場合と変わりません)。 

•接眼補助レンズ 

•遠視、近視のちのための補助レンズで、接眼部に差し込むだけで簡単に取り換えびで 
をます。一已、一4、一3、一2、日、+0.己、+1、+2、 +3 m - i の9種類び用意さ 
れていますび、いずれをボディとの合成視度で補助レンズ単体の視度ではありません。 
視度補正は個人差び大さいので店頭で実際に付けてお選び<ださい。 FS 日 D / F 80 S 
では、視度調節機能び内蔵されております（一].8〜+日. 8 m -1) ので、この範囲列の 
視度補正び必要な時にご使用ください。なお、接眼補助レンズ使用時は、付属の接眼 
目当ては使用でをません。 

♦53^ レンズ 

• F 8 日 D / F 8 日 S には交換レンズとして 14 mm か日目 OOmm までの広角、望患ズー 
ム、マイク □、 DC (デフォーカスイ;><-ジコント□-ル）レンズなど様々な AF ニッ 
コールレンズび用意されています。 

•フィルター 

•ニコンフィルターは、ねじ込み式、後部交撰式、および組み込み式の3つの形式に大 
別できます。 F 8 日 D / F 8 日 S の場合は、 R 己日を除いて実用上露出倍数を考慮するお 
要はありません。 R 巨日を使用する場合は+1段の露出補正をしてください。また、 
市販の特殊フィルター等をご使用の場合、オートフォーカスやフォーカスエイド撮 
影び行えないことびありますのでごを意ください。 

• F 80 D / F 8 日 S の測光系の特性上、従来の偏光フィルター ( Polar ) は使用できませ 
んので円偏光フィルター （ C - PL ) をご使用ください。 

•フィルターをレンズ保護のために常用する場合は、 L 37 C 、 または NC フィルターの 
使用をおすすめします。 

•逆光撮影の際や輝度の高い光源び画面に入ったりする時は、場合によりフィルター 
によってゴーストび発生するおそれびありますので、フィルターをはずして撮影す 
ることをおすすめします。 

•ヶープルレリース . AR <3 

• レリーズソケットにケープルレ U —ズ AR -3 を使用して撮影すると、夜景や天体撮影、 
接写撮影など低速シャッター時の手プレ防止の効果びあります。 
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•ニコンスピードラィト SB -800 • SB - 已 ODX • SB -30 

•ニコンスピードライト S 巨-8日日はガイドナンバ ー38 (マニュアル時、照射角3百 mm 、 

ISO 100 - m 表示、20で）で通常は単3おアルカ U 乾電池を4本（付属の増設電池 ^ 
パック SD - S 00 装着時は已本）使用しますび、外部電源(別売)として SD -6、 7、 8 A 、 胃 
パワーブラケット SK -6 をご使用になれます。このカメラと組み合わせて使用すると 
バウンス撮影や内蔵スピードライトを主灯としたワイヤレス増好撮影、が部自動調光 
によるスピードライト撮影などび行えます。 

•ニコンスピードライト SB - 己 0 DX はガイドナンバ ー22 (マニュアル時、照射角 
3己 mm 、 ISO ] 日日 - m 表示、20む）で、 3 Vi 」 チウム電池 （ CR -123 冉または 
DL 123 A ) を2本使用します。このカメラと組み合わせて使用するとバウンス撮影 
や内蔵スピードライトをま灯としたワイヤレス増灯撮影などび斤えます。また、 S 巨- 
已日 DX をカメラのアクセサ U —シューに装着したまま内蔵スピードライトとの2灯発 
光撮影ち斤えます。 

•ニコンスピードライト S 己-30はガイドナンバー1目（マニュアル時、照射角 28 mm 、 

旧01日日 - m 表示、2ぴ C ) で、 3 VU チウム電池 （ CR -123 冉または DL 123 A ) を 
] 本使用します。この力;>< ラと組み合わせて使用すると内蔵スピードライトを主灯と 
したワイヤレス増灯撮影やが部自動調光によるスピードライト撮影などび行えます。 

•スレープフラッシュコント□—ラー SU -4 ( SG -2 付） 

• F 80 D / F 80 S にスピードライトを装着し、さ5に別のスピードライトにスレーブフ 
ラッシュコント □ーラー SU -4 を装着すれば、ワイヤレスでカメラのスピードライト 
の発光と同時に SU -4 付きスピードライトも発光させることびでき、ワイヤレスで 
TTL 調光による増灯撮影び行えます。減光アダプターは SU -4 に付属されている SG - 
2をご使用ください。 SG -1 はご使用でをませんので、 SG -1 をお持ちのお客さまは当 
社サービス機関にご相談ください。 

• F 80 D / F 80 S の内蔵スピードライトをマスタースピードライトとして使用する場合 
は、カメラの露出モードを M にセットするか、測光モードをスポット測光にセットし 
てモニター発光をキャンセルしてください。 

•専用セミソフトケース （ CF - 已日/ CF -60) 

• F 8 日 D / F 8 日 S には専用ケースとして、 CF - 己9 (標準用）と、 CF -60 (望遠用）び用 
意されています。 CF - 已9は AF ニッ コール28 〜 2日日 mm f /3 .已〜已.己 D IF 、 CF -60 
は AF ニッ コール ED 70 〜 3日日 mm f /4 〜已.己 D よりそれぞれルさいレンズを取り付 
けた状態で収納でをます。 

•ネックストラップ/八ンドストラップ AH -4 

•ネックストラップはあみひも製の AN -4 Y 、 冉 N -4己、および幅の広い AN - 巨 Y 、 AN - 
目 W びあります。色は AN -4 巨び黒、 AN -4 Y 、 AN -6 Y び黄色、冉 N - 日 W びワインカ 
ラーです。 

•八ンドストラップは力;ラのホールディングを確実、容易にし速写性を向上させます。 
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カメラと電池の取り扱いについて 


■カメラの取り扱い 


參カメラ本体をお手人れする際のま意 _ 

カメラ本体のお手入れは、ブ□アーでゴミやホ]リを軽く吹哥ムった後、柔ら。、い清票な布で軽 
くだ[いてください。樹こ、海辺で使った後は、真がを数滴たらした果ら。、い意潔な巧で塩分を拭 
き取ってか5、乾いた布で軽く拭いて乾かしてください。また、力;><ラの'高きにシンナーやベン 
ジンなどの有機容剤を使用しないでくださし、製品を破損する恐れびあります。 

まれに、プラシなどで表雨(ネルを拭いた場合に静論で表示;なルか点なしたり、黒く変色 
したりしますび、故障ではありません。しば5くすると元に戻ります。 

•ミラーやレンズを手入れする際の ミ 主意 _ 

ミラーやレンズにゴ S やホ]リび付いているときは、キズび付をやすいので、プ□アーでゴ S や 
ホコ I 」を軽く吹を化ラ程度にしてください。 

レン刀こ万一揃でなどび付し、てしまった場合は、柔らかい意潔な布に市販のレンズクリーナーを 
少量窗5せ、軽く拭き取ってください。 

♦強いシヨックを与えなし巧ください。 _ 

カメラおよびレンズを落としたり、ぶつけたりしないよラに注意してください。 

強し觸撃や漏を力にますと、翻したり精密に讓された部分に悪影響を及ぼします。 

•シャッター幕に触れなし)でください。 

シャッター幕は非常に薄し雇でできていますので、押さえたり、突いたり、ブ□アーなどで強く 
吹くなどは、絶対にしなし巧ください。キズ、勁さ、楓1などの原因となります。 

♦強し、電波や弦 M を発ちずる場前ま避けてくださし、。 _ 

テレビ塔のような弓虽い電波や^の発生ずる場所では、カメラび正常に作動しなくなることびあ 
りますので注意してくださし、。 

♦屈通しの良し^^1所に保管してください。 _ 

カビや故障などを防止するために、屈通しのよし胃した堤巧を選んでカメラを保管してください。 
•ナフタ I 」ン梓簡啟の入ったタンスの中、る器員のをば、極度に高品となる夏期の車内、 
使巧してし巧ス h - ブの前などにカメラを置かないでくださし、故障の願になります。 

• sa な温^化は避けてください。 _ 

温度差び極箭となる所镇し顾か日急に暖かし郁や、その逆となる所）にカメラを持ち込むと、 
カメラの内州こ水滴を生じます。力;><ラをパッグやビニーなどに入れて、周囲の温度になじ 
ませてか b ご使用ください。 

1呆管ずる際は霞也を取り出し、乾といっしょにしてください。 _ 

長期間力;><ラを使用しないときは、電池の液漏れなどからカメラをイするた创こ、力 
；><ラから霞也を取り出して保管してください。 

• 保管する際は、カメラをポ U エチレン袋などに乾^ ij といっしょに入れておくとよりま 
全です。ただし、皮ケースをビニール袋に入れておくと、変質することびありますので 
避けてください。蕾曲ま高温、多湿となる場所を避けてイ呆管してくださしん 
• 韵黯リ(シ U 力巧し)か;鼠却ぶって効力だなくなりますので、ときどき効契してくださし、 
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• カメラを長期間使用しないまま放置しておくと、カビや故障の原因となることがあり 
ますので、1力月に1度を目安に電源を入れて数回シャッターをきってください（コ 
ンデンヴ ー( D 劣化を防ぐため、スピードライトも発光させてください)。 

資 

■電池の取り扱い ^ 




(S) 

電池は幼虎の手の届かないところに 

AI 

な牛 
言口 

おくこと 

万一、お子様が飲み込んだ場合は、ただちに 


放置禁止 

医師と相談してください。 


•3 ViJ チウム電池 （ CR 123 A または DL 123 A ) 2本を使用してくださし、。 

電池は 3 V リチウム電池 （ Cm 23 A または DL ]23 A ) 2本を使用してください。また、 
バッテ U - パック MB -1 6を使用すると、]百 V 単3形アルカ U 乾電池または単3形 U チ 
ウム霞也、単吕おこカド霞也、単3おこッケル水素霞也各4本が使用できます。 

•大切な撮影に際し口ま、早めに霞也を^するか、予備の電池を携行してください。 

♦電池を入れるとさは、カメラの電源を OFF にしてください。 

電池を入れるときは、カメラの霞原スイッチを日 FF にしてから、©©を間違いのない 
よう正しく入れてください。 

• 付属の霞也は購入時の作動テスト用ですので、寿命が短し鳴合があります。 

•電池の両極が汗や油などで巧れてしぶと、接触不良の原因となります。乾いた巧でよ 
<拭いてから使用してください。 

♦<お副哥。ま新しい霞也を使用してください。 _ 

低温時に消耗した電池を使しなすと、力;><ラが作動しなくなることがあります。 

低温閒こ撮影する場合は、新しい霞也を使用し、保品した予備の霞をを用意して暖めな 
がら交互に使用してください。 

•低温時は、萬温時より巻を上げ速度や撮影巧含転懐5わ低下します。低温のために、一 
時的に性能が低下して使えなかった霞ホでも、顧品に戻ると使える場をがあります。 

♦電池を义の中に投入したり、シヨートさせなし巧ください。 _ 

電池を火の中に投入したり、シヨートさせたり、分解、加熱、充電したりしないでくだ 
さい。 
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故障かな？と思ったら (修理を依頼される前に) 


■表示パネル、ファインダー巧表示に警告表示が点なまたは点滅した場をは、 
修理を依頼される前に、次のことをご確認ください。 


こんなとさ 

原因 

対舰法 

参照 

表雨はル 

ファイング—祗^ 



ぺ-ジ 

fee 

(点減） 

fee 

(fPM) 

♦レンズの絞り U ングび最ル 
絞りになっていません。 

•レンズの絞り I 」ングを最ル絞 
0にして < ださし、。 

P .21 

fee 

(点滅） 

fee 

(点滅) 

P 

(点;删 

•カメラの露出モードが P モー 
ドで別売りスピードライトが 
TTL モード政州こセットされ 
ています。 

♦露出モードを P モード政外に 
セットするか、別売りスピー 
ドライトを TTL モードにセツ 
卜して < ださし、。 

P .89 

cim 

(点灯） 


•電池容量びわずかです。 

♦予備の電池を用意して < ださ 
い。 

P .18 

cim 

(点減） 


•電池び消耗しています。 

♦電池を交換して<ださい。 

P .18 

cim 

(点滅） 

Err 

(点滅） 

Err 

(点滅） 

♦フィルム卷さ上げ途中で 
電池消耗によりモーターび 
停止しています。 

♦新品電池に交換または充電池 
の場合は再充電し、電源を再 
度 ON にしてください。頻繁 
に警告び表おされる場合は、 
当社サービス機関にお問い合 
わせ <ださし、。 

P .18 

F -- 

(点減） 

F -- 

し庶减> 

•CPU 内蔵ニッコール L ソ列の 
レンズび装着されているか、 
またはレンズび装着されて 
いません。 

♦CPU 内蔵 ニッ コール （ IX ニッ 
コールを除く）を使用してく 
ださい。ただし、 M モードに 
セットして、レンズの絞りリ 
ングで絞りをセットすれば撮 
影でさます。 

P .20 

P .3 日 

Err 

(点滅） 

£ 

Err 

(点;舰 

£ 

•フィルムび正し<送られて 
いません。 

♦フィルムを取り出して入れ直 
して < ださし、。 

P .23 

(点滅） 

し庶舰 




阳 

(点滅） 

Err 

(点減） 

Err 

し点;舰 

♦フィルム感度を因3にセット 
した状態で DX マークびない 
フィルムび入っています。 

♦DX マーク付フィルムに入れ 
換えるか、フィルム感度を手 
動でセットして<ださい。 

P .23 

P .38 
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こんなとさ 

原因 

巧肺ま 

顏宾 

表示 y てネル 

ファインター 



ぺージ 

E 

E 

♦フイルム巻き戻し完了後、 

•フィルムを取り出してくださ 

P .31 

(点滅) 

(点減) 

フイルムを取り出さずにおく 
と、半押しタイマーび作動中 
は点滅します（いったん非作 
動になると点灯します)。 

い。 


End 

End 

♦撮影フイルムび終了してい 

♦2 つのフィルム卷さ戻しボタ 

P .31 

(点滅) 

(点減) 

ます（カスタムセツテイン 
グ1をセツト時)。 

ン Q ゴを同時に巧してフィル 
ムを卷さ戻してください。 

P .38 

P .73 


• 

(点減） 

♦オートフ オー カスでピント 
をわせびでさません。 

♦マニュアル（手動）でピント 
合わせを行ってください。 

P .49 

H ； 

H ： 

♦被写体が巧るすぎて、カメ 

♦ P モード時は ND (光量調節 

P . 己 2 

(点な） 

(点灯） 

ラの露出制御範囲を超えて 
レます。 

用）フィルターを使用して 
ください （ S 、 A モード時に 
下記の操作を行ってち警告 
表示び消えない場をち同様 
に対応して < ださい)。 

♦ S モード時はシャツタース 
ピードをより高速側にセツ 
卜して < ださい。 

♦ A モード時はより大きい数 
値の絞りにしてください。 

〜已 7 

P . 已已 

P . 己 7 



♦被写体が暗すぎて、カメラ 

♦ P モード時はスピードライトを 

P . 己 2 

(点巧） 

(点灯） 

の露出制御範囲を超えてい 
ます。 

使用してください （ S 、 A モー 
ド時に下記の操作を行ってち 
警告表示び消えない場合を同 
様に対応してください)。 

♦ S モード時はシャツタース 
ピードをよりお速側にセツ 
卜して < ださい。 

♦ A モード時はよりルさい数 
値の絞りにしてください。 

〜已 7 

P . 已已 

P . 己7 


露出 

インジケータ- 
(点減） 

♦被写体が巧るすぎたり、暗 
すぎたりして、カメラの露 
出制御範囲を超えています。 

♦明るずぎる場合は ND (光量調 
節用）フィルターを使用してく 
ださい。暗すざる場合はスピ 
ードライトを使用してください 
(露出インジケーターは点滅し 
た状態のままとなりまず)。 

P . 己日 
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故障かな？と思ったら-っづき- 


こんなとさ 

原因 

対航ま 

参照 

表雨はル 

ファ イング—庵就 



ベージ 

buLb 

(点滅） 

buLb 

し庶减> 

•露出モードが S モード時にシ 
ャッタースピードび buLb に 
セットされてレます。 

♦シャッタースピードを but b な 
がにセットするか、 M モードに 
セットして<ださい。 

P. 己 4 

P.67 

セツトした 
シヤツター 
ス ピー ド 
(点;删 

削 

惦畑 

•露出モードび S、M モード時 
にシャッタースピードび同 
調スピードより高速にセッ 
卜されています。 

♦シャッタースピードは自動 
的に 1/12 已秒に切り換わり 
ますので、そのまま撮影び行 
元ます。 

P.84 


し庶减> 

•発光直禮の約 3 秒間の点滅 
は、フル発光して露出不足 
の恐れびあ 0 ます。 

♦撮影距離、絞り、調光範囲 
などを再度確認して、撮影 
し直してください。 

P.81 

P.8 己 

Err 

(点滅） 

Err 

し庶减> 

•撮影中に何 5 かの異常を検 
出しました。 

♦再度シャッターボタンを巧 
して<ださい。この操作で 
警告表示び辭除されなかつ 
たり、頻繁に警告び表おさ 
れる場合は、当社サービス 
機関にご相談 < ださい。 


0- ,と 

(点滅） 

フイルム 
カウンタ_ 

(点減） 

0. - と 

(点'挪 

フイルム 
カウンタ_ 

し庶禍 

♦フイルム卷さ戻しの途中で 
裏ぶたを開けてしまいまし 
た。 

♦畫ぶたをすぐに閉じ、 2 つ 
のフイルム卷さ戻しボタン 
妊 52 を同時に巧してフイルム 
を卷さ戻してください。 

P.38 


- 1 電子制御カメラの特性につしで I- 

をねめて稀なケースとして、おテパネルに異常な表示び点灯したままカメラびイ乍動しなくなるこ 
とびあります。原因として、外部か日強力な静^び電子回路内部に侵入したことび考えられま 
す。万一このような状態になったときは、霞原スイッチを OFF にして電池を入れ直し、霞原スイ 
ツチを ON にしてカメラを作動させてみてください。 


104 










アフターサービスと保証について 


■この製品についてのお巧い合わせは 

ご意見、ご質問はニコンカスタマーサポートセンターでお受けしています。 

• こコンカスタマーサポートセンターにつきましては、使用説明書裏面をご参照 
<ださい。 

■修理を巧巧される場合は 

ご購入店、または当社サービス機関にご依頼ください。 

•ご転居、ご贈答品などでご購入店に修理を依頼することがでさない場合は、最 
寄りの販売店、または当社サービス機関にご相 i 炎ください。 

• 当社サービス機関につをましては、使用説明書裏面をご参照ください。 

■補修用性能部品について 

この力;><ラの補修用性能部品の保有期間は、製造打ち切り媛10年間を目まとして 

います。 

• 補修用性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です。 

•修理可能期間は、部品保有期間内とさせていたださます。なお、部品保有期間 
経過後におをましても、修理可能な場合わありますので、ご購入店、または当 
社サービス機関へお問い合わせ<ださい。 

•水没、火災、落下等による故障、または破損で全損と認められる場合は、修理 
が不可能となります。なお、この故障または破損の程度の判定は、当社サービ 
ス機関にお任せください。 

. -製品の保証について-^ 

①この製品には「保話書」びついていますのでご確認ください。 

感保証書はお買い上げの隙、ご購入店からお客様に直接お渡しすることになっています。 
「ご購入者氏名」および「ご住所」 r 購入年月曰」「購入店名」びすベて記載された保 
証書をお受け取りになり、内容をよくお読みのラえ、大切にイ呆管してください。 

感保証規定による保証修理は、ご購入曰か日]年間となっております。 

「保証書」をお受け取りになりませんと、上述の保証修理びお受けになれないことに 
なりますので、ちしお受け取りにな日なかった場合は、ただちにご購入店にご請巧< 
ださい。 

④海外での保証巧修理は領収書の提示を求められることびありますので、保話書ととを 
に領収書の携行をお願い致します（領収書のない場合は有料となる場合びあります)。 

感保話期間経過後の修理は、原則として有料となります。また、運賃諸掛か0はお客様 
にご負担願います。 

衝イ呆証期間中や保証期間経過鶴の修理、故障など、アフターサービスについてご不明な 
ことびございました5、ご購入店、または当社サービス機関へお問い合わせください。 
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仕様 


邸 

モーター、スピードライト内蔵3已 mm — 眼レフレックス電子制御式 
フオーカルプレーンシャッターオートフオーカスカ;><ラ 

露出制御 

P :マルチプ□グラムオート（プ□グラムシフト可能） 

S :シャッター歷先才ート 

A :絞り優先オート 

M :マニュアル 

麵サィズ 

24 X 36 mm 

レンズマウント 

ニコン F マウント （ AF カップ U ング、 AF 接点付） 

交換レンズ 

- D タイプまたは G タイプ AF ニッ〕ール： AF などフル機能使用巧 
- P 巳マイク n ニッコール8已 mmF 2.8 D :才ートフオーカスおよび露 
出モード （ P 、 S 、 A ) を除く機能使用可（あおり操作時を除く） 

- D タイプおよび G タイプ切外の AF ニッコール （ F 3 AF 活を除く）： 
3 D -1 □分割スレチパターン測光を除く機能使用可 
- Ai - P ニッコール： 3 D - 10分割マルチパターン測光およびオートフ 
オーカスを除く機能使用可 
- DX および IX ニッコール：使用不可 

- CPU 内蔵ニッコール iU 外：露出モードは M モードで巧（露出計は使 
用不可)、開放 F 値び f / 已 .6 じ(上明るし、場合フオーカスエイド可 

ファインダー 

-アイレベル式ペンタプリズム使用、？見度調節機構内蔵 （一1.8 〜十0.8 m - i ) 

アイポイント 

1 7 mm (― I . Onr ’ 時） 

ファインダー 

スク U —ン 

ク1」ア7ットスク U —ン II (フオーカスフレーム付、構図活格子線表示巧 
能）標準装備 

ファインダー視野率 

約日296 (対実麵） 

ファインダー倍率 

約0.7已倍（已 0 mm レンズ- M -- i . Orrri 時） 

ファインダー内表示 
(イル S ネーター付） 

-ピント表示、測光モード表示、 AE □ック表示、シャッタースピー 
ド表示、絞り表示、露出モード表示、露出インジケーター/露出お 
正インジケーター、露出補正マーク、フィルムカウンター/露出補 
正値表示、レディライト、を重露出マーク、フオーカスエ U ア表示、 
調光補正マーク 

•フオーカスフレーム（エ1」ア）己点/スポット測光エリア、中央部 
重点測光エリア、構図用格テ線表示可能 

S ラー 

クイック U ターン式 
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レンズ絞 0 

瞬間復元式、プレビューボタン付 

オートフオーカス 

TTL 位相差検出方式、マルチ CAM 日0□オートフオーカスモジュール 
により検出、 AF 補助光付（約0.已〜 3 m ) 

•検出難囲： EV -1 〜+1日 （ ISO 100 •常温） 

レンズサーボ 

-S (シングル AF サーボ )、 C (コンティニュアス AF サーボ )、 M (マ 
ニュアルフオーカス） 

-S (シングル AF ヴーボ ）、 C (コンティニュアス AF サーボ）では、 
被写体条件により自動的に予測駆動フオーカスに移行 

フオーカスエ I 」ア 

已ケ所のフオーカスエ U アの中から]ケ所を選択可能 

AF エリアモード 

-シングルエ U ア AF モード 

-ダイナミック AF モード（至近優先ダイナミック AF 機能付き） 

フオーカスロック 

AE / AF □ックボタン、または S (シングル AF サーボ）時シャッター 
ボタン半巧しにて可能 

測光方式 

TTL 開放測光方式 

政下の3測光モードより選択可能（使用するレンズによっては制限おり） 

- 3 D -1 0分割マルチパターン測光 

-中央部重点測光： 0 1 2 mm 嚴囲を測光仲巧重点度約7己％) 

-スボット測光： 04 mm 相当を測光（全画面の約1%) 

測光範囲 

3 D - 10分割マ J レチノ ':夕ーン測光 EV 0 〜2 ] 

中央部重点測光 EV 0 〜2 ] 

スボット測光 EV 3 〜 2] 

(苗温、 ISO 100、 f /]. 4レンズ使用時） 

露出計連動 

巳 PU 連動方式 

露出補正 

±3段の嚴囲で1/2段ステップで補正可能 

AEn ック 

AE / AF □ックボタンにより輝度値をロック 

オートブラケティング 

撮影枚数二吕枚または3枚、補正ステップニー吕〜+吕段（1/吕〜2段 
ステップ）の間で可能 

フィルム感度設定 

- DX 方式、マニュアルのいずれを可能 

-フィルム感度連動嚴囲： DX 時： IS 02 己〜己000、マニュアル時： 

侶06〜6400、1/3段ごとにセット可能 
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仕様 -つづき一 


シャッター 

電子制御上下走行式フォーカルプレーンシャッター 

シャッタースピード 

■ P 、 A モード時： 30〜1/4000秒 
- S モード時 ： 30〜]/4000が、 （] /2段ステップ） 

- M モード時 ： 30〜]/4000秒 （] /2段ステップ )、 buLb 

シンク n 接点 

- X 接点のみ、1/ I 吕已砂似下の低速シャッタースピードでスピード 
ライトに同調 

内蔵スピードライト 

押しボタン操作による手動ポップアップ方式 
ガイドナンバ_1吕 ( ISO 100 - m 、 苗温） 

照射角 28 mm レンズの画角をカバー 
フ ィルム感度連動嚴囲： IS 02 己〜800 

スピードライトの 

調光方式 

TTL 自動調光已分割センサ——体型にによる iU 下の調光制御 
-マルチェ U ア巨 L 調光：内蔵スピードライトおよび別売りスピード 
ライトと D タイプまたは G タイプニッコールレンズの組み合わせに 
より 3 D - マルチ己 L 調光巧能。また、 D タイプおよび G タイプじ(外の 
CPU 内蔵ニッ〕ールレンズの組み合わせ時にはスレチ巨 L 調光可能 
- TTL 調光：内蔵スピードライトおよび別売りスピードライトと CPU 
内蔵ニッコール iU 外のレンズを組み合わせた場合、または内蔵スピー 
ドライトおよび別売りスピードライトと CPU 内蔵ニッコールレンズ 
を装着して、露出モードを M (内蔵スピードライト使用時)、または 
測光モードをスポット測光にした場合に可能 

TTL 調光時のフィルム感度連動難囲： IS 02 己〜1000 
※詳細は P . 扫0、88をご覧くださし、。 

シンク n モード 

先幕シンク n ■ 赤目軽減-ホ目軽減ス n —シンク n - ス n —シンク 
口.縷幕シンク□設定可能 

レディライト 

内蔵スピードライトおよび別売りスピードライト使用時に充電完了で 
点な、フル発光による露出警告時は点滅警告 

アクセサ U —シュー 

ホットシュー装備（シンク□接点、レディ信号接点、 TTL 調光ストッ 
プ信号接点、モニター信号接点、 GND 付）、セーフティ n ック機構 
( n ック巧)付 

セルフタイ7— 

電子制御式、作動時間1□秒 

プレビューボタン 

プレビューボタンにより絞り込み巧有目 

フィルム装慎 

順巻式イージーローディング、フィルムセット完了後、裏ぶたを閉じ 
ることによりフィルムカウント1まで自動空送り（シャッター、ミラ 
-は不作動） 


108 




フィルム卷さ上げ 

-内蔵モータによる自動巻を上げ、回、鸟 I 切り換え可能 
•巻き上げ速度（フオーカスモード M 、 露出モード M 、 ]/12己秒じ（ 
上の高速シャッタースピード、 F 80 S は〕マ間データ写し込み非設 
定、3巨 EX 平域直） 

回：1コマ巻き上げ 
马 1 :连続巻き上げ 

約 2. 己コマ/秒(新品電池使用時） 

フィルム卷さ戻し 

-内蔵モータによる自動巻さ戻し 

•巻き戻し時間 （36 EX ) :約1己秒（高速巻き戻し、新品載也使用時） 
:約23秒（サイレント巻き戻し、新品電池 
使用瞄 

を重露出 

給送モードセレクトダイヤルの操作で可能 

表示パネル晴報 
(イルミネーター付） 

- DX マーク、シャッタースピード/露出補正値表示、絞り表示、露 
出補正マーク、調光捕正マーク、プラケティングマーク、ブラケテ 
ィングバーグラフ、カスタムマーク、プ n グラムシフトマーク、シ 
ンク n モード表示、 AF エ U アモード表示、フオーカスエ U ア表示、 
バッテ U - チェック表示、フィルムカウンター 

クオーツデート 

•液晶表示によるクオーツデジタルウオッチ内蔵 （24 時間制、時計 
精度月差+日。砂似内） 

-フィルム感度連動範囲： IS 03 吕〜3200 ( DX 方式による自動設定） 

-データ（年月日-曰時分-月日年-日月年-写し込み解除)、月末、 
うるう年自動修正 （204 日年12月31日まで対応） 

写し込みデータ機能 
( F 80 S のみ） 

-コマ間データ写し込みダイヤルで設定 

•写し込みデータ：シャッタースピード、絞り値、露出滿正値（設定 
した露出滿正値） 

-写し込み位置：コマ間 

裏ぶた 

蝶番式、フィルム確認窓付、 AF エ U アモードセレクトダイヤル、フ 
オーカスエ U アセレクター、データ表示窓、データバック、コマ間デ 
-夕写し込みダイヤル （ F 80 S のみ）装備 

載原 

3 VU チウム電池 （ CR 123 冉または DLT 23 A ) 2本使用、パ‘ッテ U — 八°ック 
MB -16 により単3お載也（アルカリ、リチウム、ニカド、ニッケル? J < 素）各 

4本使用可能 

電源スイッチ 

霞原 ON 、 OFF の吕ポジション 

レ IJ ーズ ソケット 

シャッターボタンに装備 
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仕様 -つづき一 


半押しタイマー 

電源スイッチ ON 縷半押しタイマーび作動し、無操作状態で6秒後非 
作動 

電源 ON 時はシャッターボタンの半押し及び AF 作動ボタン等の操作に 
連動して半押しタイマーび作動 

バッテ U — チェック 

半巧しタイマーび作動中で、表示パネルにバッテ U —チェック表示を 
LU 下の3段階で表示 
- 4 ni :点口廣池容量充分） 

.ca :点な（電池消耗） 

.ca :点滅交換表示（表示消な時も電池^) 

撮影可能フイルム本数 

36枚撮りフィルム、フオーカスモード巳、1/1吕己秒た(上の高速シゎ 

(36 枚撮 D ) 

ッタースピード、半押しを已秒間持続させた縷、無限遠から至お間を 

1 を復し、シャッターレ U - ズ後2秒間（内蔵スピードライト使用時 
は巨秒間）の半押しタイマーび切れるまで放置して、同じ動作を繰り 
返して実施。 [] 内は内蔵スピードライトを己096発光させた場合 
-装着レンズ AF 28-80 mm f /3 .己-己. 6 D く New > 

當温 （20 で）時：約己□本 [1 己本] 

低温 （-10 で）時：約3己本 [10 本] 

-装着レンズ AF 28-1 0己 mm f /3 .己- 4.5 D ( IF ) 

當温 （20 で）時：約4□本 [1 吕本] 

低温 （-10 で）時：約30本 [10 本] 

バルブ撮影時 

連続撮影時間 

約6時間（萬湿、新品 U チウム電池使用時） 

兰脚ネジ巧 

1/4 ( IS 曰1吕2吕） 

カスタム 

下記1日項目 （ F 80 D )、 1日項目 （ F 80 S ) のカスタムセッティング 

セッテイング機肖自 

び可能 

(1) フィルム終端時の自動巻き戻し 

だ）フィ j レム3^時のフィ j レム感度自動設定復帰 

(3) 才ートブラケティング撮影時の捕正順序の変更 

(4) 構図用格テ線表示 

(己）フオーカスエ1」アの照明 

胆）フオーカスエ U アの選択を循環方式に変更 

(7) シャッターボタンの半押しによる AEn ック 

(8) 裏ぶたを開じるとフィ J レムの空送りを開始 

(日 ） S (シングル AF サーボ）での至近優先ダイナミック AF 

(10) C (コンティニユアス AF ヴーボ）での至近優先ダイナミック AF 

(11) AE / AF □ックボタン操作による同時ロック、単独ロック、 
AEn ックの維持、 AF 作動の開始 

(12) コマンドダイヤルの機能変更 
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カスタム 

セツテイング機能 

(13) フィルム巻を戻し方法の変更 

(14) を重露出撮影時の撮影方法の変更 
(1 已）半押しタイマーの作動時間の変更 

(16) セルフタイマーのイ乍動時間の変更 

(17) 各ボタンの操作によるイルミネーターの点灯 

(18) 内蔵 AF 補助光の照射 

(19) コマ間データ写し込み時のフィルム感度のセット CF 80 S で 
コマ間データ写し込みセット時のみ設定可能） 

ツーボタンリセツ«能 

オートブラケティングボタン掘 j と露出補正ボタン@を同時に約2 
秒間押す動作により、一部機能を除き、各機能のセット状態を一括し 
て初期状態に U セット可能 

大ささ 

F 80 D : 約141万 mm (幅） x 98.5 mm (高さ） x 71 万 mm (奥行） 
F 80 S :約]41.己 mm (幅） x 曰8.已 mm (高さ） x 73.5 mm (奥行） 

質量崖さ） 

F 80 D :約己吕〇呂 

(ボディのみ、電池を隙く） 

F 80 S :が]已吕已旨 

別売り 

専用アクセサリー 

バッテ U —パック MB-l 巨、セミソフトケース CF - 己目/巨日 


* 仕様中のデータは特に記載のある場合を除き、すべて常溫に〇む)、新品 3 V リチウム電池使用時のものです。 


仕様、外観の一部を、改善のため予告なしに変更することびあります。 
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索引五十茵暖[操作ボタン•いおよび表示等は、各部のを称 (陸 P 2) 


を数 3 D - マ J レチ臣 L 調光 . P .33 -80-88 

AE ブラケティング . P .63 

AE □ック . P . 巨0 -75-78 

AF エ U アモード . P .24 ■ 41 

AF 補助光 ... P .4 已 -77-89 

CPU 内蔵こッコール（レンズ) . P .20 •吕6 ■ 8日 ■ 88 

DX マーク付さフィルム..… . P .22 - 38 

D タイプ ( AF ) こッコールレンズ . P .21• 34 • 36 ■ 80 ■ 88 

白タイプ ( AF ) ニッコールレンズ . P .21• 34 • 36 ■ 80 ■ 88 

S 目ブラケティング . P .63 

TTL 調光 ..... P .80 - 81- 88 

去 赤目軽減ス □- シンク □ (モード） ... P .83 ■ 8目 

の 赤目軽減（モード） . P .83 ■ 89 

アクティブ補助光 . P .4 已 ■ 89 

後幕シンク□モード ... P .83 ■ 88 

イル S ネーター . P .67 -68-77 

オートフォーカス . P .24 -40-48 

オートブラケティング（自動段階露出） . P .63 -73-78 

み、 開放絞 D . P . 已目■已8 

リ カスタムセッティング . P .71 

距離情報 . P .34 - SO-SO 

構図用格テ線 . P . 已 ■ 73 

高速巻を戻しモード . P .76 

コンティニュアス AF サーボ （ AF - C 、 C ). P .2 巳 . 4日. 42 ■ 47 ■ 7已 

4 最ノ」、絞り . P .2 日 • 5目■已8 

G サイレント巻き戻しモード . P .76 

先幕シンク□モード . P .32 -78-82 

至近優先ダイナ S ック AF . P .42 • 7已 

視度調節機能 . P .68 

絞り優先才ート （ A ). P .27 •已巨- 82 ■ 84 

シャッター優先才ート （ S ). P 之7 ■已4.84 

シング J レ AF サーボ （ AF - S 、 S ). P .24 • 4日 • 42 ■ 47 ■ 7已 

シングルエ U ア AF モード . P .24 ■ 41 

シンク□亡ード . P .78 -82-84 

スポット測光 . P .34 • 37 •已1 -60-80 

ス□—シンク□モード . P .82 

セルフタイマー . P .7 日 ■ 7日 









































表示パネル/ファインダー内表示について KP .4) をご覧くださし、] 


測光（ちード) 


P.34 • 37 • 50 • 60 • 80 


た 


ダイナ S ック AF モード.. 

多重露出 . 

中央部重点測光 . 

調光範囲 . 

調光補正 . 

長時間麗出[バルス ...... 

ツーボタンリセット ....... 

同調シャッタースピード 


.P.41- 42 - 75 

.P.6 己- 7巨 

P.34 ■ 37 •已1 - 6日 

.P.8 已 

.P.87 

.P.67 

.P.72 • 78 

.P.84 - 89 


i 


は 


被写巧深度 . 

] コマ巻を上げ . 

フィルム給送モード（給送モード) 

フ オーカ スエイド . 

フオーカスエ U アの照明 . 

フ オーカ スフ レーム （エリア） ....... 

フ オー カスモード . 

フオーカス□ック （ AF □ック） ...... 

プ□グラムシフト ... 

バ U ブライト-フオーカスエリア.. 
半押しタイマー . 


.P. 已6 ■白0 

.P.2 吕 - 39 

.P.2 吕 • 39 

.P.37 • 49 

.P.74 

P. 己 • 2已 ■ 29 - 41〜44 • 78 

.P.24 •37-40 

… P.40 - 43 ■ 46 - 48 - 75 

.P. 已吕 • 78 

.P.4 

.P.19 • 76 


ま 


マニュアル（麗出/ M). 

マニュアル（ピント合わせ) . 

マルチェ U ア BL 調光 ... 

マルチディスプレイ-スクリーン 

マルチ目 L 調光 . 

マルチパターン測光 . 

マルチプ□グラムオート （P)....... 


.P.27 ■吕6 ■已8 ■ 67 ■ 84 

.P.37 ■48-49 

. P .81 

. P .4 

. P .81- 88 

.P.26 •吕7 •己0 

........P.26 ■已2 - 82 • 84 


モニター 発光 


.P.33 • 80 


み） 予測駆動フォーカス 


.P.40 • 90 


ら 


ランププ U 照射 .P.83 

レディライト .P.32 • 81 • 8已 

連続卷き上げ .P.39 - 96 

露出補正 .........P.62 •目巳 • 78 

露出 （亡 ー ド） .P.2 巨•吕 4 • 37 -已2〜已9 • 84 
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カスタムセッティング機能一覧 



機能 

セット内容 

1 

フイルム終端時の自動巻き戻し 

G :する胤萌値） 

!:しない 

S 

フイルム交換時のフイルム感度 
自動設定復帰 

0 ： する柳萌値） 

!:しない 

3 

オートブラケティング 撮影 時の 
補正順序の変更 

G: 初期設定の順 KP.64) 

1■:マイナス側からプラス側へ 


構図用格子線表示 

0 ： 格巧泉を表示しない（初期値） 

•:格子線のみを表示する 

5 

フォーカスエリアの照明 

G: 輝度によ。自動照明する（初期値） 

1 :照明しない 

る ..輝度によらず照明する 

ら 

フォーカスエリアの選択を 
循環方式に変更 

G :しない湖期値） 

1 :する 

1 

シャッターボタン半巧しによる 
AE □ック 

3 ：しない湖期値） 

1 :する 

8 

裏ぶ たを閉じるとフィルムの 
を送りを開始 

口 ：する胤萌値） 
i :しない 

3 

S (シングル AF サーボ）での 
至近優先ダイナミック AF 

0 :する(至近優先ダイナミック AF • 
初期値） 
t :しない 

to 

C (コンテイニュアス AF サーボ） 
での至近優先ダイナミック AF 

G： しない澗期値） 

::する（至近優先ダイナミック AF) 

1 1 

AE/AF ロックボタン操作じよる 
同時ロック，単独ロック、 

AE ロックの維持、 AF 作動の開巧 

G : AE • AF の同時□ック（初期値） 

:: AE □ックのみ 
を.. AF □ックのみ 

3 : AE □ックの維持 
y :AFf 働 
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機能 

セット内容 

I ? 

コマンドダイヤルの機能変更 

S : しない（初期値） 

1 ■:する 

I 3 

フィルム巻き戻し方;’去の変更 

0：高速卷さ戻しモード（初期値） 

! :サイレント巻き戻しモード 

け 

多重露出撮影時の撮影方まの変更 

0：1 ] マ願（初期値） 
i : 連続# i ミ 

I5 

半押しタイマーの作動時間の変更 

S ' : 4# S : 8 砂 

S : 目砂（初期値） あ： 1 目砂 

I 8 

セルフタイマーの巧動時間のを更 

f :2秒 の：1日砂（初期値） 

5 :日砂 如： 2日砂 

(つ 

各ボタンの操作による 
イルミネーターの点灯 

S : しない（初期値） 

1 :する 

I 8 

内蔵 AF 補助光の照射 

S :する（初期値） 

1 : しない 

け 

コマ間データ写し込み時のフィル 
ム感度のセット （ F 80 S でコマ間 
データ写し込みセット時のみ 
設定可能） 

0：自動設定刷期値） 

1 : IS02 日 1；( 下 
f : IS032 〜80 

3 : ISO 100 

H : ISO 12己〜200 

5 : IS02 己□。上 


[セットちま] 

露出モードダイヤルを CSM にセットして、インコマンドダイヤルでニユ 
ーナンバーを選択し、サブコマンドダイヤルで表示パネルに希望するセット内 
容の数字を点なさせます。詳細は P.72 〜77をご覧< ださい。 
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Nikon 


技術的なお問い合わせのご案内 _ 

内容および操作に関ずる技術的なお問い合わせは、下記ニコンカスタマーサポートセンターをご利用 
ください。 

ニコンカスタマーサポートセンター 

獻0570 -02-8000 

ナピ 3 Y たル® 市内通話料金でご利用いただけます。 

全国共通電話番号 0570 -02-8000 にお電話を頂舌、音声によるご案内にがいご利用の製品グループ 
窓□の塞号を入力して頂ければ、お問い合わせ窓□担当者よりご質問にお答えさせて頂きまず。 

営業時間 9:30 〜 18:00 <年末年始、夏期休業等を除く毎日> 

携帯電話、 PHS 等をご使用の場合は、 03-5977-7033 におかけください。 

FAX でのご相談は、 03-5977-7499 におかけください。 


株式会社二3 > 

ニコ >力乂ラ販売株ぶ会社 


Printed in Thailand KL3K07(10) 




